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ウィーン歩き回り記 
（2009 年 5 月 10 日〜22 日） 

 
国外へ出るとこういう気になるのはどういうわけか自分ではわかりませんが、今回の渡航も記録することにしました。例

によって記録魔的事細かに。ボキャ不足と事実誤認悪しからず。 

 
 
 5 月 10 日（日）水戸も成田もウィーンも快晴 

さて、いよいよ 2 週間に亘るウィーン出張が始ま

る1。ドイツ語で Wien（ヴィーン）、英語では Vienna
（ヴィーナ）、ちなみに日本語では維納。 

昨秋のパリ出張はエール

フランス機の整備不良で 23
時間遅れての出発、この前の

3 月のパリ行きは FEDEX 機

墜落事故で大騒ぎ、今回は警

戒レベル 5 の豚インフルエン

ザ禍2の中だ。 
2 週間となると、服と下着

の量が１週間の場合と違う。それでも背広は１着に

とどめる。着たきりすずめとはいかないが、背広２

着を持っていくのは重いし、スーツケースがはちき

れそうだ。少しラフな格好で会議に出るとして、ジ

ャケットと替えズボン。ウィーンの気温は札幌と同

じ程度らしい（といっても今の札幌の気温を体感したわ

けではないのだが）ということで、コート代わりにな

るハーフコートも持っていく。これが結構重い。 
いつものとおり水戸駅南口からの早朝高速バス

で成田へ。今回は 06:23 発。 
ターミナル 1 のオーストリア航空カウンターで

チェックイン。前回 9 年前の 2000 年 9 月にウィーン

へ行ったときもオー航空だった。チェックイン荷物

の重量は 14.7 kg。確かに 1 週間の出張より 2, 3 キロ

重いか。（前回パリ行きの際、女性係員が荷物を載せたコ

ンベアの上を歩いて、彼女の体重がわかってしまった。体

重計代わりに使える。）同行の S さんは、しっかり服装

類を整えてきたのと仕事の書類とで 20 kg だと。そ

りゃ重たかろう。 
あっという間にチェックインを済ませる。出発時

                                                  
1 オーストリア国旗：正式の国旗は中央に鷲が入っている

が、一般で使うときは鷲を取っている。赤と白が使われて

いるのは、十字軍の遠征の際、当時のオーストリアの大公

レオポルト 5 世の純白の軍服が敵の返り血で真っ赤に染

まり、ベルトの下だけが白く残ったという故事から。 
1278～1918 年ハプスブルク家が支配。第一次大戦後共

和国となり、1938 年ドイツに併合。第二次大戦後、米・

英・仏・ソ 4 国によって分割占領。 1955 年主権回復、永

世中立国となる。面積は北海道とほぼ同じ。 
2 豚インフルエンザは英語で pig influenza とは言わない。

swine flu（スワイン・フル）と言うらしい。因みに豚を汚ら

わしい生き物としているイスラム圏では、この用語をメデ

ィアが使用することに文句を言っていた。「豚に真珠」と

いう格言は英語にもあり、Cast peals before swine という。

日本語と同じだ。 

刻は 20 分早くなったと。そんなこともあるのか。こ

の理由は後にわかる。 
携帯電話レンタルショップへ。今回は Docomo へ

行く。国内では Docomo を使っており、キャンペー

ン中で、海外でも使える機種への更新が 2,100 円だ

という。その機種を今後も国内で使ってもいいし、

今までの機種を使いたければ FOMA チップを入れ

替えればいい。カウンターではお姉さんのおっしゃ

るまま、チップの入れ替えとデータの赤外線転送を

してもらった。さすがはプロで、ボタン操作が早い。 
早速新しい機種を使おうとしたが使い方がわか

らない。飛行機の中で 2, 3 の操作だけマニュアルを

読んでおいた。 
空港ではマスクをしている人はチラホラ。僕はし

ていない。日本人だけかと思っていたが、日本のマ

スク文化に合わせてくれていた外国人婦人がいた。

何だか似合わない。マスクはそのうち日本のファッ

ションだとして流行るかも。無地では面白くないの

で、せっかくだからデザインをすればいいと思う。

アニメの絵でも描けば外国の子どもたちの間で爆発

的に売れるだろう。だからと言ってインフルエンザ

に罹りたがると困るが。航空会社のチェックインカ

ウンター職員はマスクをしていなかった。Docomo
社員はしていた。 

ヘアムース 315 円也。当然 100cc 以下のもの。 
セキュリティ・チェックで靴が金探に引っ掛かる。 
出国審査。 近スーパー・マーケットで自分で会

計できるようになっているように、自分でパスポー

ト情報を機械に読み取らせることも出来るようにな

っていたが、あらかじめ届けておかなくてはならな

いらしい。 
ゲートは、第 4 ターミナルの奥はるか 45 番。そ

う言えば、一昨年ドイツ・ベルギー･フランスへ行っ

たときもこの辺りのゲートだった。思い出した。 
ふとジャケットのポケットに手を入れると、青森

の友人宛の封書。出国前に空港のポストにでも放り

込もうと思っていたのに忘れてしまった。その辺り

の職員に投函を依頼できるか聞くと、ハガキのみ

OK だという。封書は中身がわからないので不可。

インフォメーションカウンターで相談してみてはど

うかといわれたが、カウンターは留守で、おまけに

「出国後の日本国内への郵便投函を日本で初めて開

始しました。ただしハガキに限る」とポスターが貼

ってある。理屈がどうなっているかわからないが、

通常国際郵便の封書でも中身の検閲などしないでは

ないか。あきらめてウィーンへ持ち込むことに。 
出発時刻が早くなったので搭乗時刻も早くなっ

オーストリア国旗



2/20 

たが、結局出発時刻は定刻だった。この理由は後に

わかる。 
離陸。 
オーストリア航空乗務員の制服は、男性はジャケ

ットだけが赤だが、女性はジャケット、ベスト、ス

カートに加え、ストッキングに靴まで赤づくめだ。 
機内映画 2 本。“Marley & Me”。邦題はわからな

いが直訳すれば『マーリーと私』。ドイツ語では

“Marley & Ich（イッヒ）”3。ジェニファー･アニスト

ンとオーエン･ウィルソンの新婚夫婦と、世話が焼け

るがやがて欠かせない家族の一員になっていく犬の

マーリーのコメディ娯楽映画。ジェニファー･アニス

トンはブラッド･ピットの前の奥さん。アンジェリー

ナ・ジョリーにとられちゃいましたね。 
もう 1 本の映画は、クリント・イーストウッド

29 本目の監督映画“Gran Torino（グラン・トレノ）”。
モン族居住区となった住宅地に住み続ける 78 歳の

クリント･イーストウッドが、隣人の若いモン族友人

一家の復讐に身を捧げる。ところで、1 本目の映画

のマーリーと、2 本目の映画のイーストウッドの飼

い犬とは同一人物、というか同一犬物ではないか？ 
ウィーン国際空港に定刻 16 時前に到着。機体に

ボーディング・ブリッジを接続するのではなく、エ

プロンに駐機したまま、タラップを使って降りる。

それも後ろの出口から降りるようにとアナウンス。

待っているうちに結局前からも可となった。いろい

ろと妙なフライトだ。理由はまもなくわかる。 
タラップを降りたわれわれはバスに乗り、1 分ば

かりで空港建屋へ。ドアをあけて入るとそこが入国

審査。5 分ばかり並んで入国。200ｍほど歩いてバッ

ゲージ・クレイムで、さらに 50m も歩けば出口。何

て小さくてわかりやすい空港なんだ。昔いたカナダ

のウィニペグ国際空港並みだ。 
今回は日本人団の一員の末席。S さんたち数名に

は車が迎えに来る。他の約 10 名くらいの方は別の手

段で市中心部のホテルまで移動する。僕だけはホテ

ルが違って、南駅（Wien Südbahnhof）の近く。旅行ガ

イドブックによると空港から南駅行きのバスに乗る

ことになるらしい。 
と思っていたところ、空港出口で、S さん、M さ

ん、T さん、そして私の合計 4 人の名前が書かれた

紙をもった男性が立っていた。つまりこの 4 人が迎

えの車に同乗する。運転手は S さんと顔見知りのよ

う。S さんはこの 2 ヶ月で 3 回目の渡墺らしい。 
車の中で先の奇妙なフライトの理由が判明した。

秋篠宮殿下夫妻が乗られていた。成田では、一般乗

客に対しては出発時刻が早くなったとのアナウンス

をし、殿下夫妻の動線を確保した上で、黒塗りの車

が機体に横付けして搭乗したのだろう。そして出発。

ウィーン空港では、車を横付けするために、機体を

ブリッジにつけず、タラップを使って降機。殿下夫

                                                  
3 邦題は『マーリー 世界一おバカな犬が教えてくれたこ

と』と判明。すでに日本では封切られていた模様。 

妻は前の出口から先に降りてもらうために一般乗客

は後ろからとなった。この間に黒塗りの車で移動。

セキュリティ・チェックも何もなくそのまま車で空

港から出ることが出来るらしい。 
M さんの 2 つ後ろの席が夫妻の席だったとか。オ

ーストリア航空はファーストクラスがないのでビジ

ネスクラスだ。車に同乗した T さんは警察畑の方ら

しい。腐敗防止条約関係のお仕事で来られたとか4。 
20 分ほどで南駅の目の前のホテル・プリンツ･オ

イゲン（Hotel Prinz Eugen）に到着。ホテル内は改装さ

れているが、ホテルが面する通りのさびれた様子と

か、地下鉄の駅の様子とか、おそらく 9 年前に泊ま

ったホテルがここだ。その頃には、まだオンライン

予約など出来ない時代だったが、その名前に何とな

くひかれて選んだのだろう5,6。 

                                                  
4 ニューヨーク、ジュネーブに次ぐ第 3 の国連都市で

あるウィーンの国連ウィーン本部には、ウィーン本部、国

際原子力機関（IAEA）、国連工業開発機関（UNIDO）、包括

的核実験禁止条約機関（CTBTO）準備委員会が本部事務局

を置いている。ウィーン本部下に国連薬物犯罪オフィスが

あり、その中の犯罪分野の任務のひとつが腐敗防止条約の

締結・実施の促進。テロ防止関連条約の関係も。 
5 ホテルの説明によれば、オイゲン公が夏の別荘とし

て Belvedere（ベルヴェレーデ）宮殿を建立。このホテルは

宮殿の敷地だった一角に建ち、1958 年開業。オイゲン公

はトルコ軍の侵攻からウィーンを救った猛将として有名

（次項参照）。 
6 （Wikipedia 記事を編集）サヴォイア＝カリニャーノ公

子オイゲン・フランツ（Prinz Eugen Franz von Savoyen-Carignan, 

1663- 1736）は、プリンツ・オイゲンの名で知られるオース

トリアの軍人。サヴォイア家の血を引くフランス・パリ生

まれの貴族で、サヴォイア公の男系子孫にあたることから、

公子（プリンツ）の称号をもって呼ばれる。一説に、実の

父はルイ 14 世であったとも。 
長男ではなかったため伯爵を継げなかったオイゲン

は軍人となる道を選んだが、ルイ 14 世のフランス軍では

用いられなかったので、1683 年にオーストリアに渡って

フランス王の宿敵であるハプスブルク家のレオポルト 1
世に仕え、オーストリア軍の将校となった。この時代には

軍人が所属を移動することは珍しいことではないが、オイ

ゲンはその生涯を出身国フランスとの戦いに費やす。 
オーストリアにおけるオイゲンの軍歴は、1683 年の第

二次ウィーン包囲に始まったオスマン帝国との戦争から

始まった。長期に渡って続いたこの戦争においてオイゲン

はハンガリー戦線で活躍し、1697 年のセンタの戦いでは

渡河中のオスマン帝国軍を奇襲、約 3 万人を溺死させ、オ

スマン帝国のドナウ中流域奪回の 後の試みを挫折に導

く。1699 年のカルロヴィッツ条約でオーストリアがハン

ガリー全土を獲得し戦争が終結するまでの間に、オースト

リア軍の有力な将軍のひとりとなっていた。 
1701 年、フランスのブルボン家が、断絶したスペイ

ン・ハプスブルク家の王位を継承しようとしたことにオー

ストリア・ハプスブルク家が反対し、スペイン領ミラノ公

国に派兵したことでスペイン継承戦争が始まる。オイゲン

は北イタリアに入ったオーストリア軍を率いてフランス

軍を破った。 
スペイン継承戦争の結果オーストリア領となった南
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前回のことで覚えているのは、ホテルの窓から眺

めた屋根の連なりが、映画『第三の男』（1949）に現

われた風景と似ていると思ったことと、路面電車に

乗って中央墓地まで行き、天才物理学者ボルツマン

（Boltzmann）の、エントロピーの定義式 S=klogW を

刻んだ墓の写真を撮ってきたことぐらいだ。 
この旅行記録は地図や写真を載せない。凝り始め

るときりがないからだが、興味ある諸氏は地名を地

図で探って想像するなり、Google map でご覧になっ

ていただくとして、ボルツマンの墓の写真だけは掲

載することにした（右）。旅行ガイドには、ベートー

ベン、ブラームス、シューベルトの墓があることか、

せいぜい並木道の風景が『第三の男』のラストシー

ンに使われたことまでは書いていても、ボルツマン

のことなど決して書いてないから。 
Hotel Prinz Eugen 805 号室。部屋は清潔で気持ち

がいいが、やや狭い。デスクは小さく、椅子を出す

とベッドとの間にスペースがなくて通り抜けられな

い。バスは奇麗だが、細かいところで使いにくい。

この前のパリの Best Western はよかった。 
部屋は南に向いていて、眼下に南駅が見える。南

駅は、ウィーンからオーストリア南部のグラーツや

イタリアなど南に向かう南方路線（3 階部分）と、ハ

ンガリーやスロバキアなど東に向かう東方路線（2

階部分）の終点で、それらの線路が直交して駅がで

きている。つまり基本的に L 型。それに、直交する

線路を結ぶ弧状の線路があるようで、貨物列車らし

い列車がとまっているのが見える。 
今回は 11 泊もするから荷物は当然室内のローカ

ーに移動。荷解きをしながら部屋のミニバーのビー

ル 1 本。ふと気がつくと 5 時半。慌てて出掛ける。

18 時から関係者の準備会合があるから Hotel Europa
（ホテル・オイローパ）に集合と。 

寄りの地下鉄の駅、ズュートティローラー・プ

                                                                                
ネーデルラント（現ベルギー、ルクセンブルク）の総督とな

り、後にはイタリアにおけるオーストリア領の副王とされ

た。1716 年にオーストリア・トルコ戦争が起こるとオイ

ゲンはオーストリア軍を率いて再びオスマン帝国軍と戦

い、ベオグラードを奪って全ハンガリーの割譲を認めさせ

た 1718 年のパサロヴィツ条約締結を実現。 
その後も生涯をオーストリア軍の将軍として生きた。

かつての功績により政治的にも大きな発言力を有してい

た。カール 6 世の皇女マリア・テレジアの結婚相手にプロ

イセン王太子フリードリヒ（後の「大王」）を推挙したが、

王女の結婚相手は皇帝も好意を寄せ、皇女と相思相愛のロ

レーヌ公フランツ・シュテファンとなった。オイゲン公は

2 人の結婚式には見え透いた口実で欠席したが、もしもフ

リードリヒとの結婚が実現していれば歴史が大きく違っ

ていたと言われる。 
1736 年にウィーンで没し、その遺骸はシュテファン大

聖堂に埋葬された。オイゲンは相続人となる子を設けなか

ったので、死後にその莫大な財産は、オイゲンがウィーン

の夏の別邸として足かけ 10 年をかけて建設し、1723 年に

完成したベルヴェデーレ宮殿とともに、ハプスブルク家の

所有となった。 

ラッツ（Südtilorer Platz）はホテルから出て西に向かい

2 ブロックのところ。駅名については、ホテルに聞

いたところ tilorer はトロリーのことと聞こえたのだ

が、よくわからない。「南のトロリーの場所」ならい

かにもだが。駅のエスカレータは、いつぞや日本で

整備不良のエレベータのために死者を出した

Schindler（シンドラー）社製。地下鉄の路線で言えば、

市内を走る 5 路線のうちの 1 号線（U1）。街中へ 2
駅、仕事場へ 9 駅と便利な路線だ。乗ってしまえば

5 分ほどで街中に到着する。 
駅自動販売機にてクレジットカードで 1 週間フ

リーパスを購入。ウィーン市内の乗り物（地下鉄、ト

ラム、バス）が乗り放題のなんとも便利なチケット。

初回使用時から連続１週間使用できる。EUR 14.00
也。自動販売機から紙片が 2 枚出てきたが一見どち

らが切符でどちらが領収書かわからない。ドイツ語

を読めない哀しさ。因みに地下鉄１回分のチケット

は市内のどこへ行くにも EUR 1.70。そのほかにも 24
時間券とか 8 回券とかいろいろある。切符の初回使

用時に青い刻印機でバチンと使用日時が刻印される。 
改札などはもとよりない。だからただ乗りは楽に

出来る。 初の刻印だって、誰も見に来なければせ

ずに済ませてもわからない。電子データが記録され

るわけではないから、期限が過ぎていても乗れる。

日本だったら、期限が過ぎた定期は改札口で黒いゲ

ートが無常にも閉まる。こちらでは乗るときも降り

るときも全くフリー。不正をしていてもわからない

が、見つかったときの罰金はかなり高いらしい。自

己責任。日本はいちいち改札でチェックを受ける7。

                                                  
7 日本の新幹線や、あるいはその他のいくつかの路線

では、切符に座席予約に関する電子情報が組み込まれてい

て、改札を通過させると搭乗する車掌の端末に情報が伝わ

り、座席指定した乗客が確かに乗車したことや、逆に乗っ
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日本人が一番苦手なのは自己責任だから、他力本願

で性悪説に立つシステムは仕方がない。 
車両は比較的きれいで、ドアは、パリの地下鉄と

同じく、自動ではなく手でレバーを引く。新しい車

両だとボタンを押しておけば停車後自動的に開く。 
集合場所の Hotel Europa は中心街にある。中心街

とはケルントナー通り（Kärntner Strae）8で、もっと

も賑やかな部分の南端がカールスプラッツ駅

（Karlsplatz「カールさんの場所」駅）、北端がシュテン

ファンスプラッツ駅（Stephansplatz「シュテファン寺院

の場所」駅）。カールツプラッツ駅で降り、地下街を

歩いて地表に出る。思い出した、思い出した、目の

前がオペラ座だ。 
数分で Hotel Europa に到着。急ぎ足で歩いたため

もあるが、暑い！汗が流れ落ちる。 
Hotel Europa に集まった面々は 6 名。何のことは

ない、「準備会合」とは晩御飯を一緒にということ。

もっとも僕にとっては初対面の人が二人いたから面

識を得る機会でもあった。ケルントナー通りから入

ったオーストリア料理の店。日曜日の夕方のまだ 6
時だったから 初の客だった。この国では基本的に

日曜日は店を閉める。開いているのは観光客用か。 
6 名で、ビールと、せっかくだからウィーン名物

シュニツェル。カツレツのようなものだ。シュニツ

ェルにもビーフとポークがある。やっぱりポークが

安い。合計 EUR 110。ここぞと、旅行社が用意して

くれた EUR 100 紙幣を使う。EUR 100 紙幣なんて高

額紙幣を使う機会など滅多にないので、使ってしま

おう。 
8 時頃に散会。今の季節は 8 時半頃まで明るいよ

うだ。地下鉄に乗るまでに路上の売店で、例によっ

て町の地図（EUR 4.00）と絵葉書を買う。どうもこの

辺りの売店には買う気が起こる絵葉書がない。パリ

と違う。結局エリザベート妃のを 5 枚（EUR 0.80×5

枚=EUR 4.00）。カールスプラッツ駅から 2 駅乗って帰

る。ホテルの辺りは遅くなると気味が悪くなりそう。 
ホテルのレセプションでインターネットの申請。

24 時間 EUR 17.00 で、ID とパスワードをもらう。

少し高いね。部屋で PC の接続でヘマをし、余分に 2
回申請したことになった。プラス EUR 34.00。 

荷物を片付けていて忘れ物に気付く： 
・ いつものヘアーブラシ：携帯用のもらいも

のの櫛で代用 
・ デジカメの充電器：バッテリーを買うか。

どうせ今ひとつしかないから。 
・ Sailor 万年筆 Profit 長刀研ぎのインク：万年

                                                                                
て来なかった（つまりキャンセルした）ことがわかるように

なっている。こちらの特急列車には、たぶん、そのような

システムはない。 
8 13世紀にケルンテン州へ下る道の基点があったこと

から名づけられた由緒ある通り（僕の旅行ガイドブックによ

る）。江戸へ下る東海道の基点、京都の三条大橋のような

ものネ。 

筆だけ持ってきてインクを充填しておくの

を忘れた。必要ならこちらで買う。 
部屋では暑くてクーラーをつける。この後クーラ

ーを使わない日はなかった。 
ウィーン初日が終わる。 
ここウィーンは言わずと知れたハプスブルク帝

国の遺産の街だ。皇帝の庇護の下、音楽･絵画･学問

も発達した。オペラ座の前の地下街にある公衆トイ

レでさえ、ヨハン・シュトラウスの『美しく青きド

ナウ』を流している。さすがに観光だけでは将来に

亘って不安だから、ニューヨーク、ジュネーブにつ

いで第 3 の国連都市として名乗りを挙げたのだろう。 
オーストリアと言えばハプスブルク家、ハプスブ

ルク家と言えば女帝マリア・テレジア、その娘のひ

とりがフランスのルイ 16 世に嫁いだマリー・アン

トワネット。ハプスブルク家は世界史の教科書を飾

りましたね。 
ハプスブルク帝国については以前少し勉強した。

塚田哲也の『エリザベート－ハプスブルク 後の皇

女』がきっかけだった。 
化粧品「ミツコ」は、オーストリア・ハンガリー

帝国の貴族、ハインリヒ・クーデンホーフ＝カレル

ギー伯爵の妻で日本人・青山光子に因むらしいこと、

その息子で、後々汎ヨーロッパ主義、ヨーロッパ合

衆国を唱えたリヒャルト・クーデンホーフ＝カレル

ギーがナチスから逃れて夫婦でアメリカへ逃避行し

た史実が、「君の瞳に乾杯」の名科白で有名な映画『カ

サブランカ』（1942）の基になっていること、カトリ

ーヌ・ドヌーブの映画『うたかたの恋』（1969）はフ

ランク・ヨーゼフとシシィ（Sisi）こと絶世の美女と

言われたエリザベート妃との息子である皇太子・ル

ドルフの悲恋（心中事件）が題材であることなど、い

ろんなことを知った。青山光子は日本人でただ 1 人、

オーストリア皇帝フランツ・ヨーゼフ I 世と会話し

た人物ということになる。 
塚田哲也の『エリザベート－ハプスブルク 後の

皇女』のエリザベートはシシィの孫にあたる。ハプ

スブルク家滅亡を見た彼女も、皇女として帝王学（皇

女学？）を教えられたことが書かれてあったことを

覚えている。 
それらの舞台ウィーンに来ている。10 日ばかり

何をして過ごそうか。 
 
（今日の出費）高速バスローズライナー ¥3,000、
ヘアムース ¥315、ホテルの部屋のミニバーのビー

ル 1 本 EUR 3.25（チェックアウト時にまとめてカ

ードで払おう）、1 週間フリーパス EUR 14.00、夕

食 EUR 44.00（2 人分）、ウィーン地図 EUR 4.00、
絵葉書 EUR 4.00、インターネット EUR 51.00（チ

ェックアウト時にカードで）：合計 （現金）¥3,315
＋EUR 52.00（カード）68.25 

 
 
5 月 11 日（月）晴れ 

4 時頃起床。時差ぼけのためにどうせ 2, 3 日はリ
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ズムは滅茶苦茶だ。PC に向かう。メールの相手。 
朝食は 6:30～10:30 に 1 階で。ヨーロッパだから

1 階とは日本でいう 2 階であり、日本の 1 階はこち

らでは地上階。エレベータでは「E」と表示されて

いる。何故「E」なのかはわからない。 
朝食は日本で言うバイキングだが、やはりドイツ

らしく、黒パンがある。ハム、チーズ、ヨーグルト。

いまやどこの国の朝食にもつきものの、スクランブ

ルドエッグ、ソーセージ、ベーコン、シリアル各種。

パンの種類はさすがにフランスと違って、バゲット

などはなく、せいぜいクロワッサンとチョコチップ

が入った何とかというパンが、申し訳なさそうに数

切れだけある。今朝の失敗は、辛子マヨネーズと間

違えてわさびマヨネーズをとってしまったこと。 
いよいよ出勤。初出勤。時間に余裕があったので、

いきなり地下鉄に乗るのではなく、少し歩いてみる

ことにした。ホテルを出て東に向かう。すぐにプリ

ンツ・オイゲン通り（Prinz-Eugen-Strae）を越え、ベ

ルヴェレーデ宮殿の庭に入り込む。ジョガーとウォ

ーカーが多数。上宮と下宮の間に広がる広い庭を北

に向かって通り抜け、レンベーク（Rennweg）という

トラム（路面電車）通りに出る。 
この道を街中に向かう。シュヴァルゼンベルク通

り（Schwarzenbergstr.）を北上し、ケルントナーリンク

という環状道路（昔の城壁跡）をインペリアルホテル

を左手に見ながら西に向かい、通りすがりの人に聞

き、オペラ座を見つけたところでカールスプラッツ

駅で地下鉄に乗車。ここまででホテルを出発してか

ら 40 分程度か。キョロキョロしながら大回りして街

中までこの時間だから、要するに、ウィーンはこじ

んまりした町だ。パリにははるかに及ばず、ブリュ

ッセルといい勝負か。朝 8 時頃だが東京の地下鉄の

ようには混んでいない。 
地下鉄は、シュテファン寺院のあるシュテファン

スプラッツ（Stephansplatz「シュテファンの場所」）駅か

ら 3 つ目に、ウィーン北駅（Wien Nord）と接続して

いるプラーターシュテルン（Platerstern）駅がある。 
プラーターとは、ドナウ河本流とドナウ運河には

さまれた広大な公園9で、1917 年に完成した大観覧

車「リーゼンラート」は、チターの演奏で有名なオ

ーソン・ウェルズ主演映画『第三の男』に登場した10。

地下鉄なので、車窓からは見えない。当然駅もドナ

ウ河本流とドナウ運河にはさまれた場所にある。 
次の駅（VorgartenStrae）を過ぎると、地下鉄は地

表には出ているはずだがトンネルの中のよう。そし

て次のドナウインセル（Donauinsel：insel = island）駅

へ入ると、そこはドナウ河本流の中州の上にある。

                                                  
9 元は王侯貴族の狩猟場であったところを、マリア･

テレジアの長男で啓蒙専制君主として知られるヨーゼフ

2 世が一般民衆に開放。19 世紀後半には万国博覧会。 
10 観覧車は直径 61m。茨城県のひたちなか海浜公園に

ある、『古畑忍三郎』で木村拓哉が乗った観覧車「プリン

セスフラワー」は高さ 65m といい勝負。 

ここからドナウ河が見える。観覧車はなぜか見えな

い。ドナウ河11は必ずしも「美しく青く」は見えな

い。 
その次が職場の 寄り駅である。職場の駅は、

Kaisermühlen-VIC 駅。きっともともとの名前が

Kaisermühlen 駅（王様の何とか？
12
）だったのだろう。

VIC は Vienna International Center（ウイーン国際センタ

ー）の略。手持ちの路線図を見る限り、ウィーン市

内の駅名では唯一英語で書かれている駅。 
駅を降り、VIC 方面開札を出るとそこはセンター

入口。われわれ非職員は毎日手荷物の X 線検査を受

ける。受付で写真を撮ってグランパスという写真入

りの身分証明書バッジを作ってもらう。これからは

これを常時携帯。 
何せ 2,600 人が働く職場。それでも駅があまり混

まないのは時差出勤をしているからか。C 棟の位置

を聞き、遅刻しそうだと思ったので急ぎ足で 2F の

控え室へ駆け込んだらもぬけの殻。皆さんすでに会

場へ。 
10 時頃か、会議中に近くで何やら音楽が聞こえ

る。イヤホーンをしているので気付くのが遅れたが、

自分のズボンのポケットに入っている携帯電話の呼

び出し音だった。新機種でマナーモードにしておく

のを忘れたのだ。それにそのような呼び出し音だと

いうことも知らなかった。慌てて切断したが、会議

場の入口にも室内にも電源を切るように書かれてい

るのに恥ずかしい。 
電話番号を見ると、日本人でこちらで働いている

Z さんからだった。義母の施設で日頃から大変世話

になっている入居者の息子さんだ。昨日尋ねる旨メ

ールをしておいたので電話をくれたのだ。 
会議場外のロビーで待っていたらまもなく現わ

れた。彼の居室へ行くことに。建屋が違う。彼の居

室は A 棟。会議場のある C 棟 4F からエレベータで

C 棟 7F、ここで廊下を渡って A 棟へ。A 棟 7F でエ

レベータに乗り 21F へ。エレベータを降りたエレベ

ータホールまでは誰でも到達できるが、ここから先

はセキュリティーがかかっていて、鍵を持っている

者でなければ入れない。 
彼の居室に招じられる。2 人部屋で、もうひとり

のスーダン出身の女性は出張中とのこと。コーヒー

は部屋を出て近くの、抽出してくれる自動販売機。

何種類もあるが EUR 0.25 か EUR 0.35 程度。4, 50 円

程度か。安い。それから NESPRESSO のコーヒーメ

ーカーもおいてあった。欧州で大爆発だ。エスプレ

ッソを煎れるコーヒーメーカーで、プラスチックに

包まれた円盤型の固形をスロットに挿入するだけ。

水戸なら京成百貨店で売っているらしい。機種に

もよるが 2 万円程度からとか。 

                                                  
11 ドナウ（Donau）はドイツ語読み。英語ではダニュー

ブ（Danube）。 
12 後に知ったが、mühl は沼とかゴミ溜とかの意味らし

い。皇帝が水遊びをした場所か。 
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Z さんとは話が興じて 1 時間強もお邪魔する。性

格的には活発な方で、しがらみの多い日本などより

海外で幅広く活躍された方があっていると見た。義

母が世話になっているお礼、それに対して「お互い

様ですから」と。 
本人は水戸市内原出身。奥様は私の住む町内に隣

接する町内のご出身とのこと。沢渡川の辺りとかデ

ィスカウント酒店の前辺りの田圃は奥様の実家のも

ので、かつては田圃作業をしたこともあるとか。実

に近所の方ですな。写真を、と言ったのだが、写真

を撮られることは勘弁してもらっているとのこと。 
居室を出てまず 1F の郵便局へ。成田空港で投函

しそびれた封書を出すため。工事中のため、ビル内

の、とてもじゃないが一人じゃ行き着けそうにない

奥まった場所に移転しており、連れて行ってもらっ

て助かる。EUR 1.40。日本への封書は EUR 1.25 と旅

行ガイドブックには書いてあったのだが･･･。この郵

便局がオーストリア共和国郵便ではなく、国連郵便

局だからというわけでもなさそう。 
食堂の場所を教えてもらい、今はホワイトアスパ

ラが旬だから是非お試しをと、サジェスチョンをも

らって Z さんとは別れる。 
同行の日本人 2 人と食堂へ、昼休み時間は 12 時

～14 時で、食堂は 11:30 に開く。勧められたとおり

茹でた白アスパラを選ぶ。巨大なアスパラだ。日本

の缶詰のひょろひょろのものに比べると怪物。直径

は 1 センチくらい、長さは 20 センチくらいでそれが

3, 4 本に、茹でたジャガイモがどっさり、それにチ

ョイスでサーモンかベーコン、その上にマヨネーズ

ソースかまた別の種類のソース。その別のソースを

選んだのだがそれが何かわからず。サラダは日本で

言うサラダーバーで好きなだけ皿に取り、レジでは

スケールに乗せて目方で払う。アスパラ料理は結局

食べきれず。毎日毎日これだけの量を食べているの

だろうか、こちらの人は。 
仕事のことでは特に書くこともないので、次は晩

御飯の話になる。5 時になって退社、6 時半に同僚が

宿泊しているホテルで待ち合わせ。その前に時間つ

ぶしのため Hotel Europa へ寄る。 
街のど真ん中にあるホテルだ。豪華ではないけれ

ど洗練されている感じ。値も張るだろう。本日時点

で今回の一行のうち 4 名はここに投宿している。デ

ィスカウントレートで、朝食込みで 1 泊 EUR 108 と

聞いた。安い。今どき、首都の真ん中で EUR 100 程

度で泊まれるなど滅多にないだろう。僕のこの部屋

もオンラインで予約したから朝食込みでEUR 100ち
ょっとだが、部屋には正価EUR 220と表示してある。 

日本団のうちの 5 人と街中に繰り出す。この頃雨

が落ちてくる。傘は持っていないが、まぁ何とかな

るだろう。同僚の H さんの案内でワインセラーへ： 
 
Zwolf Apostelkeller 
（12 人のキリストの使途のセラー） 

1010 Wien, Sonnenfelgasse 313 
www.zwoelf-apostelkeller.at 

 
入口はわかりにくいが、地下 1F と地下 2F に店が

広がっている。手持ちの旅行ガイドブックに紹介さ

れている。16 世紀の建造物を利用したウィーン 古

のワインケラー（ワインセラー）のひとつ。快適、快

適。若者に人気があるらしい。 
冷 た い „12-A“ Hausplatte と 暖 か い

„12-A“ Hausplatte。Hauseplatt は盛り合わせというく

らいの意味だな。2 人分だというがとんでもない。4
人分くらいある。肉やハムやサワークラフトやその

他野菜。こちらでは肉やハムに山葵（わさび）をつけ

て食べることもある。そう言えばホテルの朝食でも

練り山葵が置いてあった。勿論目の前の山葵はおろ

した新鮮な山葵である。僕は、これをつまみながら

ビール 0.5L を 2 杯に白ワインを 2 杯でほろ酔い。6
人合計で EUR 130 なんぼ＋チップで EUR 150。EUR 
25／人。 

Hさんは、こちらに 7, 8年勤務して 2年前に帰社。

ウィーンを知り尽くしている。店を出てすぐにシュ

テファン寺院の脇を通ったとき、H さんの観光案内。

寺院の壁に「05」と書かれたプレートがある。これ

の由来。これは「ゼロ 5」ではなく「OE」（オー･イ

ー）と読む。E はアルファベットの 5 番目だから。

そして「OE」はドイツ語でオー・ウムラウト「Ö」

を表し、そして「Ö」はオーストリアを表す。オー

ストリアは英語のつづりでは Austria だが、ドイツ語

では Österreich（エースタライヒ）である。「05」はナ

チス･ドイツ侵攻に対してのウィーン市民の抵抗だ

った。シュテファン寺院は、オペラ座と同じく第二

次世界大戦でドイツの空爆でやられたが。 
店を出た頃には雨は上がっていた。少し雨が降っ

たが今日も暑かった。地下鉄で帰る。2 日目が終る。 
 
（今日の出費）郵便 EUR 1.40、昼食 EUR 6.98、
夕食 EUR 25.00：合計（現金）EUR 33.38 

 
 
5 月 12 日（火）朝は雨、夕方には上がる 

2 度目の朝食。すでに飽き始めた。でもパンもチ

ーズもハムもおいしいけどね。 
今日は 寄りの駅から地下鉄で出勤し、地下鉄で

直行帰宅。 
職場で昨日忘れた日本からの土産を Z さんに渡

す。そしたらそれの倍以上の品が返ってきてしまっ

た。奥様は先日かっぱえびせんに感激していたとお

っしゃっていたが、予め知っていれば買っていった

ものを。もらった品は、スパークリング・ワイン 1

                                                  
13 die Gasse （女性名詞）【１】路地、横町（(英)lane） Sackgasse 
袋小路、【２】（オーストリアで）通り、街路【３】路地の住

民。旅行ガイドブックでは「～小路」と訳されているが、

僕のこの文章では区別するのが面倒なので、gasse も strae
も「～通り」と訳している。 
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本、ウィーン国連本部のエコバッグ、IAEA のグラ

ンパスストラップ、ゴディバのチョコレート、ウク

ライナ共和国のチョコレート。 
スパークリング・ワインは 2 ユーロくらいで買っ

たが、日本では¥3,000 で売っていたとか。ワインと

フォアグラは内外格差が顕著なものの代表格ですな。

ゴディバ（Godiva、アメリカではゴダイヴァと発音する

らしい）は、実はオーストリア国内には店がない、

それでお土産として買うしかないとのこと。ウクラ

イナ共和国のチョコレートは Z さんが仕事で出張し

た折の土産。 
今日も昼食は食堂で。何というメニューだったか

忘れてしまったが、インドネシアっぽい（？）料理

で、肉とかピーマンとかかぼちゃとか豆腐とかを煮

た料理。髪の毛が入ってましたよ～。EUR 4.98。 
帰りの地下鉄車内。僕は入口近くに立っていた。

途中駅で車椅子の男性が乗り込んできて、僕の前に

落ち着いた。次の駅に停車したとき、駅名表示板を

見上げていた僕の脇からサッと女性の手が伸び、電

車のドアが開けられた。車椅子の青年はそのままバ

ックで降車して行った。しまったと思った。彼の表

情に気付くべきだった。そう言えば、ドアを開ける

レバーの横には「Open sharply」と書いてある。しか

しこのレバーは結構堅くて、お年寄りには無理だろ

うと思っていた。しかしその心配はないのだ。周り

の若者が空けてくれるから。 
電車の中では結構多くの人がタブロイド版とい

うのか、見開きで A3 版になる大きさの新聞を読ん

でいる。「HEUTE（ホイテ、「今日」の意）」という新

聞で、無料なのだろうか。表紙を飾っていたのは秋

篠宮殿下夫妻の訪問で、漢字で「歓迎」と印刷して

あった。ただ、残念ながらその記事を読んでいた人

は見かけなかった。 
昨日まで枕銭を置くのを忘れていた。申し訳ない

ので少し多めにこれから EUR 2 ずつ置こう。 
 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、部屋のミニバーの

ビール 1 本 EUR 3.25 とアップルジュース 1 本 
EUR 3.45、昼食 EUR 4.98：合計 （現金）EUR 6.98
（カード）EUR 6.70 

 
 
5 月 13 日（水）曇り 

昨日は 5 時終業後さっさと帰宅。喉が渇いていた

ので部屋のビールとアップルジュースをそれぞれ 1
本。やたら眠くなり、ベッドに横になったが、気が

ついたら夜中。そのまま朝まで眠ってしまった。夕

食はとらず仕舞いだったが、毎食カロリーの高そう

なものを食べているので、たまには抜いたほうがい

いという気もする。 
いつも 5 時頃には起床するが、今朝はさらに早く

4 時。いつものように風呂に入る。自宅と違ってホ

テルだと毎日風呂に入る気がするのは何故だろう。

浴室から出ても、室温が調整されていて快適だから

か。やっぱり暑い。部屋のクーラーをしばらく ON。 
PC に向かいメール対応をしているうちに、朝食

の時間が近づく。今日は失敗せず、山葵マヨではな

くて辛子マヨを選んだ。僕の典型的なメニューは； 
・ スライスされた黒パンか、何とかパンをナイフ

で二つに開いてマーガリンを塗ります。そこへ

スライスチーズを乗せ、辛子マヨを塗りたくり、

ハムを乗せます。これを二切れのパン両方にし

て、合わせて食べる。 
・ 野菜は、こちらの、例の太いきゅうりと黄色と

赤のパプリカ14のスライスしたもの、しかない。

これをマヨネーズか塩を振って食す。 
・ プレーンヨーグルトをそのまま、またはプレザ

ーブかオレンジマーマレードを混ぜる。または

シリアル＋ミルク 
・ ブラックコーヒー1 または 2 杯 
暖かい食べ物はスクランブルドエッグとウインナー

（もしくはソーセージ）とベーコンしかなく、滞在中

二度食べたきり。 
今日の出勤は、一昨日と同じくベルヴェレーデ宮

殿の庭を。レンベーク通り（Rennweg）へ出て、今夜

の夕食会場のビアホールの場所を確認しておく： 
 
Salm Bräu 
Rennweg 8  
http://www.salmbraeu.com/indexen.htm 

 
レンベーク通りとシュヴァルゼンベルク通り

（ Schwarzenbergstr. ）とプリンツ・オイゲン通り

（Prinz-Eugen-Strae）の合流地点にホッホシュトラー

ル泉（Hochstrahl brunnen）があり、その後ろに巨大な

兵士像がある。ごく 近完成したのか、男の人二人

が掃除をしていた。そこへ背広を着た背の高い人が

ロシア語をしゃべりながら近づき握手をしていた。

兵士像の台座にはロシア語の、おそらく戦没者らし

い氏名が並んでいる。台座の周りを回ってみたが、

ロシア語以外の文字は一文字もないほど。APRIL, 
1945 という文字だけは読み取れた。 

後で聞いたところ、この辺り（ウィーン第 3 区）

は第二次世界大戦で旧ソ連が占領していたが、何年

か後にようやく撤退、しかし、記念像だけは残せと

言われたとか。占領跡にソ連兵士の戦没者記念像を

建立するなど、ウィーン市民を全くバカにしている

ではないか。訪れるウィーン市民がいるのだろうか。

石を投げられても仕方がない。それでも壊せないの

は、ロシアの復讐を恐れるあまりか。 
一昨日と同じくシュヴァルゼンベルク通り

（Schwarzenbergstr.）を北上し、環状道路ケルントナー

リンクを西向きに。右手にグランド・ホテルあり。

                                                  
14 （Wikipedia）唐辛子の主な辛み成分のカプサイシンが劣

性遺伝子のため、ピーマンやシシトウガラシと同じく果実

に辛みをもたないトウガラシの栽培品種。パプリカの品種

を作り育てたのはハンガリーで、現在も一大産地。 
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高級ホテルとか。「雲海」という日本料理屋が入っ

ている。それを過ぎてすぐのアカデミー通りへ右折。

NESPRESSO 社を左手に見て、クーゲル通り

（Kugelstrae）を左折。右手に日本料理屋「天満屋」

を見てケルントナー通りへ出る。右折しシュテファ

ンスプラッツ駅へ向かう途中に S さんと合流。シュ

駅から地下鉄に乗り出勤。 
昼食は何を食べたか忘れた＠食堂。 
退社後ホテルに戻り PC に向かう。この旅行記の

続き。まもなく出掛ける。今度はベルヴェレーデ宮

殿を通り抜けるのではなく、ホテルから一筋目、つ

まり、ホテルと地下鉄駅との間にあるアルゲンティ

ーニアー通り（Argentinierstr.）を聖エリザベート教会

の脇を抜ける。テレジアーヌム通り（Teresianumgasse）

へ右折し、プリンツ･オイゲン通りに出て北上、レン

ベーク通りへ入る。 
日本人 3 人でビアホール Salm Bräu で夕食。ま

たシュニッツェルを食べる。どこで食べても当たり

外れはあまりないように思う。ということは工夫の

しがいがないということ？スペアリブが旨いと評判

らしい。奢られてしまった。謝謝。プリンツ・オイ

ゲン通りを歩いてホテルへ戻る。 
 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、昼食 EUR 6：合計 
（現金）EUR 8 

 
 

5 月 14 日（木）雨 
インターネットの使用期限が切れてしまったの

で、新たに購入。今度は 7 日間 EUR 88.00 のコース。

通信費は、領収書をもらえば会社が立替払いをして

くれることをメールで確認済み。 
傘をさす必要があるほどの雨が降っていたので、

歩くのを諦めて地下鉄で出勤。子どもたちが乗り込

んできたが、さほどうるさくはなかった。騒いでは

いけないことを会得している。 
昼食はチキンピカタ・スパゲティ添えとサラダ。

勉強中に自動販売機でコーヒー2 杯。EUR 0.25×2
杯。 

明日の日本団の報告に備え（？）、夕方職場で日

本主催の簡単な立食パーティー。挨拶も何もなく気

楽でいい。真ん中のテーブルには大きな寿司桶が 4
つ、5 つあった。外国人が群がっていたが、彼等も

手巻き寿司より握りずしがお好みらしい。足りなく

なって、日本人職員が折り詰めをいくつか追加。世

話係は大変だ。寿司はおいしくなかった。インター

ナショナルシティーとは言え、日本の回転寿司の方

がまだましだ。 
外国人は大きくふたつに分かれる。寿司に群がる

外国人と、何というのかわからないけれど、カロリ

ーが高そうな西洋のワインのつまみのような、単な

るスナックより手の込んだ食べ物に固執する人たち。 
職場の食堂ではお昼時に寿司のランチボックス

もある。食べたことはない。 

白ワインとスナックと寿司二切ればかりで腹を

満たし、小 1 時間でその場を辞して地下鉄でケルン

トナー通りへ。日本人 3 人で初日の夜に行った店で

ビールを飲み直し。 
何とも中途半端な、煮え切らない時間が流れてい

く。そもそも今回の出張の必須時間は日本の発表が

ある 5 月 15 日の 4 時間だけで、それも発表者の横に

控えていて出番がなければそれっきり。その他の時

間は、実は後学のための経験と、こういう機会をと

らえての外国人関係者との接触。つまり duty はあま

りない 13 日間の出張。 
それはわかっていたので、日本で日頃机の上に積

まれている仕事を持ってきたのだが、それはそれで、

本来別の目的のために居る場所なものだから集中で

きない。進まない。精神的に悪い。精神安定剤では

なく精神不安定剤になっている。大したことはして

いないのだが何だか疲れる。平日に以前のように時

間を見つけてアチコチ歩き回るなんて気が起こらな

いのはきっと歳のせいだなぁ。 
とはいえ、今日は日本から持ち込んだ宿題をする。

A 氏が書いた教科書原稿を読む。 
 

（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、部屋のミニバーの

ビール EUR 3.25、インターネット EUR 88.00、昼

食  EUR 6.38、コーヒー  EUR 0.50、夕食  EUR 
10:00：合計 （現金）EUR 18.18（カード）EUR 91.25 

 
 
5 月 15 日（金）曇り 

今日の出勤経路は、アルゲンティーニアー通り

（Argentinierstr.）を聖エリザベート教会の脇を抜けて

カール教会（Karlskirche：カールの教会）へ出る。教会

の前にある広場がカールス広場、つまりカールスプ

ラッツ（Karlsplatz）で、それが地下鉄駅の名前。 
カールス広場を突っ切り出たところの広い道が

ローテリンク通り（Lothring str.）。広いが決して賑や

かではない。自動車道路。ケルントナー通り（Kärntner 

Strae）へ右折し、カールスプラッツで地下鉄に乗る。 
アルゲンティーニアー通りでも気付いたし、カー

ルス広場を出て信号を待っていたときにも気付いた

のだが、ウィーンは自転車専用路が整備されている。

アルゲンティーニアー通りなど広くないから、もと

もと対向 2 車線だったのを一方通行にしてまで自転

車専用路を作ったと思えるほどだ。サイクリストも

安全に堂々と通行できる。 
ただし、自転車専用路を通行するにもきちんとし

たルールが課せられる。違反して事故にあっても自

分の責任だし、もっと弱者である歩行者に対する安

全確保の義務が求められる。日本だとおそらくこう

はいかない。横柄極まりない自転車乗りが、歩行者

をそこのけそこのけと言わんばかりに疾走する。 
仕事ではいよいよ日本の報告。それなりの質問対

処をし、問題なく終了。それにしても代表者は卒な

く、かつ譲れないところはそれなりに答弁をする。
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責任は重大だ。 
昼食は白身魚のフライ＋ライスとサラダ。 
夕食は打ち上げと称して居酒屋へ。出席するかし

ないか随分迷ったのだが、今まで口を聞いたことも

ない日本人とも話す機会だと思って出席。店は、 
 

Melker Stiftskeller 
Schottengasse 3, 1010 Wien 

 
というところ。洗練された店で、ここも地下に広い

部屋がある。とても大きい部屋。 
ここへ来るまでに実は少し迷った。リンクからほ

んの少し入ったところなので、中心部であるケルン

トナー通りから徒歩圏内であるが、遅刻しそうだっ

たので（実際遅刻したのだが）、ホテル近くから地下鉄

U1 に乗り、カールスプラッツ駅でリンク沿いを走る

U2 に乗り替える。この線は 2008 年完成（たぶん新装）

と新しく駅も電車もぴかぴかだ。路線距離は 7.4 km、

11 駅と他の路線（13.5 km、21 駅 [U3]～17.5 km、24 駅 

[U6]）と比べて短い。 
ショーテントーア・ウニベルズィテート

（Schottentor Universität）駅で降りるべきところ乗り過

ごして次の駅まで行き、一駅戻った。Universität と

は、オーストリア一の名門大学であるウィーン大学

のことであり、この辺りはいわゆる大学町と言える。 
地上に上がって驚いた。トラムがぐるりと輪を描

いて方向を転換している。そしていかにも学生らし

い若者たち。 
地図と通り名のプレートを見ながらまもなく上

の会場に到着。こちらに住んでいるエライさんも出

席していた。後半、普段は日本で口を利いたことも

ない H2さんと親しく話させてもらった。これが収穫。 
10 時頃に散会。ヘレン通り（Herrengasse）のライ

トアップされた建物の光景は酔った目に何とも美し

かった。もう一度来なくてはいけない。 
ケルントナー通り（Kärntner Strae）のマクドナル

ドでフレンチフライ。EUR 1.69。 
左足のかかとに靴擦れが出来た。持参したバンド

エイドが助けてくれる。今回の旅行の直前に購入し

た靴だが、めずらしく靴連れができず、痛いところ

もない。これは助かる。 
地下鉄 1 号線でホテルへ戻る。 
 

（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、昼食 EUR 6.39、
部屋のミニバーのビール EUR 3.25、夕食 EUR 
25.00、フレンチフライ EUR 1.69：合計（現金） EUR 
31.83（カード）EUR 3.25 

 
 
5 月 16 日（土）曇り 

Z さんとドライブ。ハンガリーの町ショプロン

（Sorpron）へ。 
実は、日本にいる間はこの土日は国際列車でプラ

ハかブダペストへ 1 泊 2 日の旅をすることを楽しみ

にしていたのだが、忙しさに紛れてきちんと計画を

練れなかったのと、本当にその気になれば当日土曜

日の朝にでも切符を買えばいいと、こちらに到着し

た後も思っていた。 
そこへハンガリーの地方都市へのドライブの誘

いがあったので、これはそうそうあるチャンスでは

ないとドライブを選ぶことに。 
隣国までとにかく近い。スロバキアの首都ブラテ

ィスラバとウィーンとは世界一短い首都間としてツ

インシティと呼ばれているとのこと。下に示すよう

に、水戸から宇都宮かあるいは北へ福島県境を越え

る程度の感覚だ。 
ウィーンから周辺 8 ヵ国の首都までの直線距離

は次のとおり。参考までに括弧内に水戸からの距離

を示しておくが、水戸から西に向かって行けばどこ

も本州内で収まる： 

 チェコのプラハ 253 km（静岡 246 km） 
 スロバキアのブラティスラバ 55 km 

（宇都宮 56 km、福島県境 49 km） 
 ハンガリーのブダペスト 214 km 

（仙台、新潟 213 km） 
 スロベニアのリュブリャナ 279 km 

（浜松 301 km） 
 イタリアのローマ 766 km 

（札幌 746 km、広島 761km） 
 リヒテンシュテインのファドゥーツ 527 km 

（神戸 514 km） 
 スイスのベルン 684 km（松江 680 km） 

こういうわけで、オーストラリア東端に位置す

るウィーンからは、ブダペスト日帰りバスツアーや

プラハ日帰りバスツアー（ともに EUR 125）がある。

列車の旅は次の機会に。因みに、プラハまでは列車

で 4 時間半、バスで 4 時間 15 分、ブダペストまで

は列車で 3 時間、バスでも 3 時間。列車はゆったり

と走るのだ。 
今日目指すショプロンはオーストリア国境を越

えたハンガリーの田舎町。ウィーンから直線距離で

国境まで 54 km、そこから 7km でショプロン。水戸

からだと福島県境を越えてスパリゾート・ハワイア

ンまで行ったら行き過ぎ。 
午前 8 時、オペラ座の噴水で待ち合わせ。待って

いる間にオペラ座の周りを１周する。真後ろがホテ

ル・ザッハー。そうそう、前回来たときはオペラ座

のザッハー側でたむろしてしゃがみこんでいる日本

人若者が居た。 
噴水は正面から見て左右両方にあるから、どちら

でも見えるようにとオペラ座の前のトラム停車場で

待っていると後ろから声が掛かる。Z さんはオペラ

座の前のアパートに住んでいて、その地下の駐車場

で車に乗り込む。 
ここから国境までどの道を通って行ったか今は

覚えていない。街中を一旦西に向かった後、「A3」
という高速道路に入り、東南に向かってひた走る。

制限時速は 130 km／時。たまにスポーンと抜いてい

くドイツ車がある。黒のランボルギーニも抜いてい
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った。ウィーン警察は今年 6 台のランボリギーニを

購入したとか。300 馬力で追いかけられる心地はど

んなものだろうか。 
曇り空の中、白い綿のようなものが舞う。花粉ら

しい。巨大だな。 
国境。ハンガリーは 2004 年 5 月 1 日シェンゲン

協定15に調印し、国境検問は廃止された。高速道路

の料金所のような建物だけが残っている。まずオー

ストリア側にあり、国境上にあり、そしてハンガリ

ー側にある。3 つの料金所を次々と通過するイメー

ジ。日本じゃ陸路国境を越えることはないが、ここ

欧州ではごく当たり前でした。ナイアガラでカナダ

ーアメリカ国境を越えてから生涯２度目の陸路国境

越えと思う。 
まもなくショプロン（Sopron）の街中に入る。晴

れ間が見えて、やわらかい日差しが照ってきた。気

持ちがいい。 
中心部と思われる地区の駐車場に停める。土曜日

の午前、そこそこの人の出があり、駐車場はほぼ満

車。英語が通じると思われる若い女性に、土曜日も

駐車料金が要るのかと聞く。要らない。 
例によって町の真ん中には協会とその尖塔。その

周りは石畳。路地といえどもパリのような狭さでは

ない。ソ連軍の戦車が入って来れるだけの道幅は確

保してある、とは考え過ぎか。言われて気が付いた

が、アパートの外観が、テレビで見かける旧ソ連の

地方都市のそれだ。 
例によって、訪れた場所の地図を買いたがる僕は、

町に 2 軒しかないという土産物屋の 1 軒へ連れて行

ってもらった。そこには地図はなかったが絵はがき

を数枚。丁度隣が本屋で（といってもこじんまりした、

美術関係の本屋か）そこでハンガリーとショプロンの

地図を買った。 
ここで初めて知ったのだが、ハンガリーの通貨は

EURO ではない。フォリント（Folint）という。1 EUR 
= 250 Ft。土産物屋や本屋ではユーロを受け取るがお

つりはフォリントでくれる。フォリントをウィーン

                                                  
15 （Wikipedia の記事を編集）ヨーロッパ各国において、

共通の出入国管理政策及び国境システムを可能にする取

り決め。1985 年 6 月 14 日にフランスとドイツに国境を接

するルクセンブルクの小さな町・シェンゲン（Schengen）

の近くのモーゼル川（Moselle）に浮かんだ船舶上にて、ベ

ルギー、フランス、ドイツ、ルクセンブルク及びオランダ

の 5 ヶ国により調印された。 
アイルランドとイギリスを除く全ての EU 加盟国及び、

EU に非加盟であるアイスランド、ノルウェー、スイスと

リヒテンシュタインの計 29 ヶ国が協定に調印し、そのう

ち 25 ヶ国が施行している。シェンゲン協定加盟国間のボ

ーダーポストや国境検問所は撤去されており、共通のシェ

ンゲン査証により本地域各国への入国が可能である。但し

この協定は、非 EU 国民の居住や就業許可は対象外。 
シェンゲン国は EU とは別のもの。4 つの EU 非加盟国

があり、2 つの EU 加盟国が存在しない。にもかかわらず

EU が持つ強みとなってきた。 

へ持ち帰っても使えないので、せいぜい使い切るよ

う努力。さらに絵はがきなどを買い、手元に 10Ft
硬貨 1 枚を残す。20 ユーロ札 1 枚で 10 フォリント

（=EUR 0.04）が残ったから EUR 19.96 の買い物。 
今まで数回訪ねたが開いていた試しがないと Z

さんが言う町の旅行案合所へ行く。今日は開いてい

た。若い女性係員は親切に声を掛けてくれる。観光

で売り出しているのだろう、オフィスはきれいだが、

客は少ないだろうな。ここぞとばかりいろいろなパ

ンフをくれる。ご入り用の方は差し上げます。 
観光で売り出していると言っても、ここへ来た僕

たちの目的はフォアグラである。近くの池で鴨を繁

殖させているとか。では昼食は I have no option but 
foie gras ではないか。まだ 10 時頃だというのに店に

入って、1,000 円ほどでフォアグラ（僕は揚げたもの。

Z さんはソテーしたもの）を堪能。2 年分くらいのコレ

ステロール補給ですかね。 
フォアグラなど記憶にないくらい食べたことは

ないが、その僕でも旨いと思った。日本だと調味料

まみれにして○万円で食べさせるのだろうな。 
物価は安い。マクドナルドはセットで 1 ユーロ程

度だった。パンにつけて食べるフォアグラペースト

がここでは0.5ユーロ程度。日本では2,000円くらい。

だが買わなかった。多分家では食べない。 
目的を果たして早速帰路に。来るときより短時間

でウィーン市内にまで到着したような気がした。街

中に入る直前の高速道路の分岐点に「プラハ ○ km、

ブラティスラバ □ km」との表示。さよう、車で移

動する距離なのだ。 
左に軍事博物館を眺めながら市街地へ入る。ラン

トシュトラッサー・ギュルテル通り（Lantstraer 

Gürtel）。ホテルの直ぐ近くまで来て、ベルヴェレー

デ宮殿の角をプリンツ・オイゲン通りへ右折。シュ

ヴァルゼンベルク通り（Schwarzenbergstr.）を左折して、

左に秋篠宮殿下夫妻が宿泊しているインペリアルホ

テルを見、右に物々しく中国関係車両が並び大きな

国旗を掲げたグランド・ホテルを見て過ぎる。よほ

どの中国人要人なのだろう。秋篠宮殿下夫婦は訪問

する 4 ヵ国それぞれにコンテナひとつ分ずつのお土

産を持ち込んで来ていたとか。 
今朝の出発地点だった地下駐車場に正午過ぎに

到着。隣国まで、昼食込みで 4 時間のドライブだっ

た。そこで別れて僕は一旦地下鉄でホテルへ戻る。

雨が降ってきた。 
ホテルでしばらく時間を過ごし、4時頃出かける。

雨は上がっていた。聖エリザベート教会の横を抜け、

カールス広場を抜け、リンクへ。やはりウィーンへ

来たからにはリンクをぐるっと回っておかなければ。 
オペラ座の前から西へ向かう。右手にゲーテ像、

王宮庭園とベートーベン像。道を渡って左手奥にマ

リア・テレジア像。この像の両側を自然史博物館と

美術史博物館が挟む。像は修理中で近寄れなかった。

この像は覚えている。前回来たとき、この近くのベ
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ンチで休んでいたら、珍妙な出で立ちの若いカップ

ルが近づいてきて、世界旅行中だがまだ日本には行

っていないので日本の紙幣を見たことがない、見せ

てくれと。もう少しうまいことしないとなかなか相

手にしてくれないんじゃないの。 
道を挟んで反対側が王宮だが、ここは飛ばす。リ

ンクを行くことを優先。まもなく国会議事堂。上の

方にプレハブの小屋が今にも落ちそうに乗っかって

いる。映画の撮影かと思うほど滑稽。そんな写真を

をバチバチ撮っているうちにデジカメのバッテリー

はアガリ。仕方がない、これ以降は携帯電話のカメ

ラで撮ろう（しかし、買ったばかりで使い慣れない携帯

電話に四苦八苦することになる）。 
金属製に見える首の像。せめて胸像にしないとさ

らし首みたいだ。でも偉い人なのだろう。レンナー

か？レンナーだ。カール・レンナー（Karl Renner: 

1870-1950）。第一次世界大戦終了直後の共和国の初代

首相であり、第二次世界大戦終了直後の共和国の臨

時首相・初代大統領で、「建国の父」と呼ばれる。リ

ンクのこの辺りはカールリンクと言う。レンナーの

墓も中央墓地にある。 
国会議事堂を過ぎたあたりからやたら人が増え、

市庁舎前は群衆と化していた。さきほどからちょこ

ちょことヘンチクリンな服装や、殆ど裸同然の格好

に厚化粧をした人たちが歩いていると思っていた。

その人たちはこの群衆の中に消えていく。どうもエ

イズ撲滅キャンペーンらしい。それも欧州 大規模

だとか。おそらく著名人とか celebrity とか呼ばれる

人が来るのだろう。テレビ局のクルーも控えている。

このイベントの成り行きを眺めていようかと思った

が、歩く方が優先。しかし到底容易には前に進めな

い。市庁舎にもウィーン大学にも巨大な尖塔のヴォ

ティーフ教会にも近づけない。 
午前 10 時のフォアグラ以降何も口にしていない

ので腹も減ってきた。せっかく街中にいるのにひと

りで食べるのもナンダかと思い、S さんに携帯で連

絡を入れる。ちょうどホテル近くの日本料理屋に入

ったところだと。そこへ急行することにする。 
そのとき僕はちょうど金曜夜にキョロキョロし

たショーテントーア・ウニベルズィテート

（Schottentor Universität）駅の付近におり、地図を見な

がらリンクの内部へ小走りで向かう。グラーベン

（Graben）を抜けケルントナー通りへ。もう一度電話

をして店の場所を聞き、日本料理「優月」へ合流。

ケ ル ン ト ナ ー 通 り か ら ヒ ュ ー リ ッ ヒ 通 り

（Führichgasse）を西へ向かっていったところの右手。 
ビールやらワインやら。僕は確か海鮮丼を食べた。

結局6時頃から10時頃までいたことになるだろうか。

混んできたのは 9 時頃からのような気がする。それ

も多くは中年以上の男女二人連れだ。和食ファンな

のか。食べ方も板についていた。こちらの人たちは

この時間から食事か。オペラか観劇の後だろうか。 
僕らからひとつ挟んで向こうのテーブルに若い

カップル。そうか、みそ汁には蓮華が付いてくるの

か。彼らは容器を口に付けてスープを飲むことはな

いからね。しかし、みそ汁のお椀に蓮華は大きさの

バランスがおかしい。 
S さんとはいろいろな話をしたが、日本の電力会

社が技術開発をしないのは、もしかしたら国のやり

方の反映ではないか。自ら開発などする必要はない、

できたものを買えばいい。それでは技術力はどうや

って維持するのか。自動車会社がエンジンの開発を

やめたら自動車会社としては終わりだ、という話に

は納得。 
帰途に着く。ケルントナー通りは、そのまま南へ

リンク外に出るとヴィートナー・ハウプト通り

（Wiedner Hauptstr.）と名称を変える。グスハウス通り

（Guhaus str.）へ左折、すぐにファボリーテン通り

（Favoriten Strae）へ右折、この通りを延々と南下。

暗い道だ。 
いつもの地下鉄の駅、ズュートティローラー・プ

ラッツ（Südtilorer Platz）駅に出た。つまり地下鉄の路

線に沿って帰って来たことになる。 
今日は午前中はハンガリー、午後はウィーン市内。 
 

（今日の出費）枕銭は忘れた、Sopron での絵葉書

と地図 Ft 2490 = EUR 19.96、昼食 Ft 5980 = EUR 
26.00、同チップ EUR 2.00、部屋のミニバーのビー

ル EUR 3.25、夕食 EUR 20.00：合計（現金）EUR 
67.96（カード）3.25 

 
 
5 月 17 日（日） 快晴、暑い 

動き回った。書くことは一杯ある。思い出せるだ

ろうか。 

今日の観光の目玉は 3 つ。地下鉄 6 号線に乗るこ

と、シェーンブルン宮殿へ行くこと、そしてベルヴ

ェレーデ宮殿に展示されているクリムトの絵『接吻』

を観ること。そしてそのためになるべくたくさん地

下鉄やトラムに乗ること。 
ウィーンに到着したその日に購入した 1 週間フ

リーパスは昨日で切れている16。今度は、博物館な

どの割引もついて乗り物 3 日間有効のウィーン･カ

ード（EUR 18.50）にしてみよう。ホテルで売ってい

るはず。 
ところが、ホテルのレセプションのお兄さんは、

「もっと長く滞在するのだから 1 週間フリーパスを

買え」という。「いや、それは月曜日から有効だろ。

今日は日曜日だから･･･」と言ってもまったく介さな

い。南駅で 1 週間フリーパスを買うことにした（EUR 

14.00）。結局博物館などほとんど入らなかったので、

それでよかったのだが。 

朝 7 時半すぎ、晴れてはいるが涼しかったので、

                                                  
16 僕の持っている旅行ガイドブックには書いてなか

ったのだが、1 週間フリーパスは月曜日から次の日曜日ま

で有効。僕は日曜日から使い始めて昨日土曜日まで使って

いた。こういう使い方も摘発されない。 
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半袖の上に黒のハーフコート。これが終日やっかい

もの扱いになる。 

(1) 南駅へ 
南方路線、東方路線のプラットフォームを見に行

く。日曜日の朝、人影はまばら。2, 3 の家族連れだ

け。改札というしかめつらしいものがない。それと

改札口とプラットフォームが同じ階にある。これら

がたぶん欧州の鉄道の駅で開放感を感じる理由だろ

うか。駅には煙草屋、カフェ、パン屋、弁当屋、コ

ンビニ、床屋、その他インフォなど。弁当屋は韓国

人らしき店番がいて、日本の巻寿司と飲み物がセッ

トで売っていた。 
ガラガラの状態でも列車は出ていく。薄暗い構内

から陽光の中へ出て行く。 
この駅では、東方路線は南東に向けて出て行き、

南方路線は南西に向かって出て行く。地図で見ると、

南東に向けて出た東方路線は徐々に東に向いてブタ

ペストに向かい、南西に向けて出た南方路線はやが

て南に向いてスロベニアやイタリアへ向かう。 

(2) 地下鉄 1 号線の Südtilorer Platz 駅へ 
南駅の東方路線のプラットフォームに、この地下

鉄駅への連絡口の表示がある。それに従って歩いて

いくと、何のことはない、近道というだけで、駅同

士が連結しているわけではない。一旦外に出る。ガ

ード下を抜けて駅の南側に出てみたが、こちら側に

地下鉄の駅への入口はない。それに、駅の周囲によ

くありがちだが、寂れた様子。ごみが散乱している。

結局道を北へ渡っていつもの入口から地下へ。 

(3) 地下鉄 1 号線の終点ロイマンプラッツ

（Reumannplatz）駅へ 
2 駅先の終点。ここからトラムで地下鉄 3 号線

U3 の終点に近いエンクプラッツ（Enkplatz）駅へ移動

する目論見。 
が、失敗。僕が持っている地図にある 6 番などと

いうトラムはロイマンプラッツ（Reumannplatz）駅で

は発着しない。この地下鉄駅を地表に出たところの

停車場には別の番号のトラムが走っている。座って

いる二人に聞いたがわからないという。どうやら僕

が持っている路線図は簡単すぎる17。上の二人とも

「一旦街中へ出て U3 に乗ればいい」という。それ

ではダメなのだ。U1 に乗ってもと来た駅へ戻る。 

(4) 再び南駅へ 
南駅（Wien Südbahnhof）は東西に長いので、両端

にトラムの停車場がある。西端の駅が地下鉄と同じ

名前のズュートティローラー・プラッツ（Südtilorer 

Platz ）停車場、東端の駅がズュートバンホフ

（Südbahnhof）、つまり「南駅」停車場。西端の Südtilorer 
Platz 停車場は、周りが工事中の中、南駅構内を地下

                                                  
17 後で細かい地図を見たら、6 番トラムの線路は、

Reumannplatz 駅は通っていない。駅から少し北にある

Quellen Str.を東西に走っている。 

に降りていったところにある。そう、どうもトラム

18 番は西からここまでが地下、ここから東が地上を

走る。プラットフォームで左を見れば地下鉄の通路

のようで、右を見れば地表の日差しが見える。トラ

ムは路面電車と呼ばれるが、ウィーンのトラムは地

下にも潜る。 

(5) シュラハトハウス通り（Schlachthausgasse）駅へ 
トラム 18 番に乗って U3 のシュラハトハウス通

り（Schlachthausgasse）駅を目指す。南駅停車場を出る

と、トラムはそのままラントシュトラッサー・グリ

ュテル（Landstraer Grütel）を東に向かう。ここは昨

日 Z さんの車で戻ってきた道だ。軍事博物館を右手

に見て、Landstraer Haupstrae と地図には書いてある

長い名前の通りへと左折、ここからは僕の見知らぬ

道だ。乗客はのどかな表情の地元の人たちがちらほ

らで、観光客なんかじゃあない。トラムは直進し、

いくつかの停車場を経てシュラハトハウス通り

（Schlachthausgasse）駅へ到着。ビルの谷間で折り返し

地点になっているような停車場だ。降車すれば目の

前が地下鉄駅への階段。 

(6) ウィーン・ミッテ駅（ウィーン中央駅）へ 
地下鉄 3 号線（U3）に乗って北西に向かい 3 つ目

の駅がウィーン・ミッテ駅。中央駅というだけあっ

て地図を見ると繁華街にとても近い。歩ける距離だ。

プラットフォームへ降りてみると長距離列車が入線

してきたのが見えたが、どこから来た列車かはわか

らなかった。トーマス・クックの“European Rail 
Timetable”を見ると、どうも中央駅を起点とする列車

は見当たらない。大抵は北駅－中央駅－南駅と停車

する。ただし、空港からの直行列車 CAT の起点だ。

地下鉄の乗客の中にも、旅行用のスーツケースをも

った二人ずれがいた。 
正式駅名はラントシュトラーセ・ウィーンミッテ

（Landstrae Wien Mitte）という。Landstrae を辞書で

引いたら country road と出てきた。昔は田舎道だっ

た？確かに地図を眺めると Landstrae と呼ばれる道

路は、たとえ幅が広くても、リンク内、つまり昔の

城壁内には見当たらない。城壁の外の郊外の道だっ

たのだろう。中央駅も、「中央」とはいうもののリン

ク外だ。 
CAT が乗り入れているというので整備された大

きな駅を想像していたが、期待はずれ。もともとの

駅も地下にあり、地上に駅舎は見えず、CAT の発着

場所へ行くには地表をぐるりと廻ることになる。現

在工事中で、そのうち巨大で便利な駅が出来上がる

のだろう。CAT の駅は近代的で、CAT はきれいなグ

リーン系の色の電車。30 分おきに空港に向かって発

車する。もちろんこの駅でフライトのチェックイン

ができる。空港まで 16 分とか。 
因みに今回訪れなかったウィーン北駅（Wien 

Nord）は、11 日の日記に書いたように、地下鉄 1 号

線の Praterstern（プラーターシュテルン）駅に隣接し、

オーストリア北部へのローカル列車の起点である。
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また、同じく今回行かなかったフランツ・ヨーゼフ

駅はチェコとの国境であるグミュンド（そこからプラ

ハへ接続列車あり）への列車やヴァッハウ渓谷入口ク

レムズ方面への列車が発着する。フランツ・ヨーゼ

フ駅は地下鉄 4 号線 U4 のシュピッテラウ（Spittelau）

駅またはフリーデンスブリュッケ（Friedensbrücke）駅

から歩くか、トラム D 番線が発着している。 

(7) シュピッテラウ（Spittelau）駅に向かう 
再度地下鉄 3 番線に乗り直し、引き続き北西に向

かう。この区間は地下鉄は地上を走る。トンネルの

一方の壁がないようなつくりの中を入る。上を道路

が走っているのだろう。電車はドナウ河の運河

（Donaukanal）に沿って走り、向かって右側の窓から

運河や浮かぶ小船が見える。 

(8) 地下鉄 6 号線に乗り換える 
シュピッテラウ（Spittelau）駅へ到着し、ここでお

目当ての地下鉄 6 号線に乗るのだ。 
U4 を降り U6 乗り場へ上がるとそこは勿論地上

駅で、ガラス張りの向こうに誰もが目を引くような、

ハイカラな工場のような建物が目に入る。そうか、

これがフンデルトヴァッサーがデザインしたゴミ処

理場か。おもちゃのような柄だが、これが、直線を

嫌い、画一的な住宅群などを毛嫌いした彼のデザイ

ンなのだ。フンデルトヴァッサーハウスは街中にあ

り、絵葉書にもなっている。1997 年には大阪のゴミ

処理場の設計も手がけたらしい。 

(9) 始発駅へ向かう 
せっかくだから U6 の始発駅（終着駅）から乗っ

てみようと、ドナウ河を渡る方向に乗る。ドナウ河

を渡るのだから当然地上を走るわけで、右側車窓か

らは、ドナウ河と、地下鉄 1 号線沿いの国連センタ

ービルの一群が見える。Alt Doanu（昔のドナウ？）と

いう、行き止まりなっているように見える水面には

小船が浮かぶ。 
始発駅（終着駅）はフロリズドルフ（Floridsdorf）

駅という。だが、どうも終着駅ではないようだ。僕

が乗った電車はその先へ向かって走り出し、行先表

示はアインシュタイン（Einstein）何とかとなってい

た。あやうく乗り過ごすところだった。この辺りは

S-bahn という国鉄が平行して走っていて、乗り入れ

をしているのかも知れない。 
トイレへ。有料。50 セント（EUR 0.50）硬貨をド

アノブについているスリットに挿入するとドアがあ

く（座る方ですよ）。 

(10)  地下鉄 6 号線を南下する 
今度は反対方向の車両に乗る。何故地下鉄 6 号線

か。旅行社からもらったガイドブックに短いコラム

があった。コラム曰く； 
地下鉄 6 号線は、その殆どが地上を走る（乗っ

てみてわかったが、一部地下に潜ったりする）。も
とはウィーン高架鉄道として建設されたが、市
営電車に統合された。旧型の車両は市電とほぼ

同じ造りで、木製の内装が味わい深い。フンデ
ルトヴァッサー設計のごみ処理場の横を通過
すると、昔からの路線を走る。赤レンガの高架
部分は、大正時代に有楽町や神田駅の辺りの設
計の参考にした。駅舎のほとんどは建築家オッ
トーワグナー18の作品で、手すり、ベンチ、駅
名表示など、19 世紀末のデザインが色濃く、古
きよき時代の香が漂う。 

で、6 号線に興味をもった。なるほど地図によって

は 6 号線は「U6」とも書いてあるが「市電」という

表記もある。 
U6 号線は古いけれど、他の地下鉄線と同じく軌間

は標準軌である 1435mm19。しかし、U1〜U4 号線が

第三軌条集電方式20で大型の車両を用いるのに対し、

U6号線は架空電車線集電方式21で路面電車と同サイ

ズの車両を用いている。 
シュピッテラウ（Spittelau）駅から市内へ向かう車

両に乗ると、右手向こうから赤レンガの高架構造が

近づいてくる。昔は市電がドナウ河沿いに北上した

のだろう。 
近づいてきて合流するかと思いきや、合流する手

前 100 メートルくらいは新しいビルの中に入ってい

く形になり、線路をはがした跡をビルの内部の一部

としてうまく利用している。 
地下鉄 6 号線は、リンクと呼ばれる観光地の繁華

街とはほど遠く、リンクのうんと北の方から西の方

へとまわって行き南下する。ウィーンの郊外地図で

見るとよくわかるが、市の西方を南北に結ぶ、途中

で名称を変えながら若干くねくねしながら南北を結

ぶ通りを走る。ウィーン郊外の、浮かれていない、

静かな住宅地の中を、その地域に溶け込んだような

駅舎で乗客を迎えながらトコトコ移動していく。乗

ってみる価値はあったね。面白い。 
そのうちウィーン西駅（West Bahnhof）で U3 と交

差し、さらに二つ目のレンゲンフェルト通り

（Längenfeldgasse）駅で地下鉄 4 号線と交差する。地

                                                  
18 オットー･ワグナー（1841-1918）近代建築の基礎を確

立。装飾性を重視しながら機能性を加えた華やかですっき

りしたデザインが特徴（旅行ガイドブック）。 
19 軌間（線路の内側間の幅）には広軌、標準軌、狭軌が

ある。1435mm が標準軌で欧米の標準規格。日本では新幹

線、主に関西の私鉄、路面電車、地下鉄で使用。広軌は

1524mm、1600mm 等々。日本には存在しない。ロシア、

インドなど。狭軌は標準軌より狭いもので、日本の JR 在

来線、多くの私鉄、これに乗り入れる地下鉄が 1067mm。

僕らがもっとも見慣れている幅。 
20 （Wikipedia）線路内に走行用の 2 本のレールと並行

して第三の電源供給用レール（第三軌条）を敷設し、車両

の台車に取り付けられた集電靴（コレクターシュー）を介し

て電源を供給する方式。サードレール方式ともいう。 
21 （Wikipedia）電車が通る空間の上部に架線を張り、

ここからパンタグラフなど車両上部にある集電装置を通

じて電源を供給する方式。架線集電方式ともいう。架線は

トロリー線、電車線などとも呼ばれる。 
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下鉄 6 号線の見ものはおそらくこの辺りまでだ。こ

こから先、つまり南側の路線では、駅舎に魅力があ

るわけではなく、風景も、大きなマンションがあっ

たり、倉庫のような建物が目立ったり。後になって

延伸した部分なのだろう。駅間距離も長い。終着駅

ジーベンヒルテン（Siebenhirten）駅は、ほんとにささ

やかな、乗降客も少ないだろうと思わざるを得ない

駅。ふと見ると大きなバス停があったが、ここから

先はバスに乗り換えなさい、というそのような駅。

リンクからはざっと 20km くらいは離れているよう

だ。因みに乗った車両の内装は木製ではなかった。

残念。 
何もすることはない。早速乗ってきた折り返しの

電車に乗り込む。 

(11)  シェーンブルン宮殿へ向かう 
シェーンブルン宮殿へは地下鉄 4 号線のシェー

ンブルン駅で降りる。だから地下鉄 6 号線をレンゲ

ンフェルト通り（Längenfeldgasse）駅まで戻り 4 号線

西行きに乗り換える。二駅だけ郊外に向かう。この

車両は客が多い。みんな行先は同じである。

Schönbrunn 駅。駅自体は小さい。 
他の客のあとについていけば自然と宮殿正門に

到達。午前 11 時半過ぎ。今日はここまでいろいろ動

き回ったが、まだ正午前だ。もう夏のような日差し

だった。 

(12)  シェーンブルン宮殿22にて 
まず昼食。門を入ってすぐに両側に店がある。土

産物売り場と簡単なカフェ。混む前にとこのカフェ

に入り、バゲットのハム＆チーズサンドイッチと、

渦を巻いたデニッシュっぽいパンとコカコーラ（合

計確か EUR 8 くらいだった）。何だ、ここにはバゲット

                                                  
22 （Wikipedia を編集）「シェーンブルン」は「美し

い泉」の意。 
14 世紀から 1642 年頃まで荘園と製粉場、1565 年神聖

ローマ帝国皇帝が雉（きじ）の繁殖場をつくり、七面鳥や

孔雀などのめずらしい動物類も集めた。1683 年オスマン

帝国軍が破壊。1693 年レオポルト 1 世が狩猟用の別荘を

つくり、歴代のハプスブルク皇帝らが増築・造作を行い、

マリア・テレジア（在位 1740 年 - 1780 年）の時代に完成。

1752 年フランツ 1 世が宮殿脇に動物園を設置。 
1762 年マリア・テレジアの娘マリー・アントワネット

がここに滞在している時、6 歳の神童モーツァルトが招待

される。この時宮殿内で転んだモーツァルトをマリー・ア

ントワネットが助け起こしたところ、モーツァルトが「僕

と結婚して」とプロポーズした、という伝説がある。 
1805 年及び 1809 年ナポレオンが司令部として使い、

軍隊と共に滞在。1815 年ウィーン会議。フランス革命と

ナポレオン戦争終結後の欧州の秩序再建・領土分割につい

て。メッテルニヒ首相議長。各国の利害は衝突し、「会議

は踊る、されど進まず。」 
1916 年皇帝フランツ・ヨーゼフ I 世（在位 1848－1916）

がここで死去。1918 年オーストリア＝ハンガリー帝国崩

壊、政府所有。1961 年ケネディ大統領・フルシチョフ議

長会談。1996 年ユネスコの世界遺産に登録。 

があるじゃないか。渦巻きパンは甘い、そしてデカ

い。食べきれない。 
広い前広場を宮殿に向かう。宮殿の壁の黄色はテ

レジア・イエローと言われる。名前が色名に残るな

ど光栄なことだが、マリア・テレジアはこの色を好

まなかったとか。もともとは金箔を張り付けたかっ

たところ、財政上の理由でよく似た色を塗った。 
人の多さ（とうるささ）に、宮殿内を見学する気

力起きず。左手に回って宮殿の反対側に出る。そこ

にはまた広い広場が！宮殿は両翼 180m らしいが、

ほぼその幅で広場が奥に伸び、はるか向こうに大き

な噴水、そしてその後方の高台に別の建物が見える。

立派な見晴台といった感じで、グロリエッテという

らしい。あそこから宮殿を見下ろす眺めも大したも

のだろう、と思いながらも暑くてあそこまで歩く気

力がない。宮殿から 20 分かかると。 
広場の両側の森もシェーンブルンの持ち物。ジョ

ガーたちが、日差しの下や涼しそうな森の中を走る。

フランスのルイ 14 世が絶対王政を民衆に誇示する

ために作ったベルサイユ宮殿に比べ何となく民衆的

と思うのはこじつけか。 
想像していたよりはるかに広い。シェーンブルン

宮殿＆庭園の敷地は 1 km×1.2 km だから 1.2 km2。

ちなみに水戸の偕楽園は 13 ヘクタール（= 0.13 km2）、

千波湖とその周辺を併せた偕楽園公園は 300 へクタ

ール（= 3 km2）だから、さすがセントラルパークに

ついで世界第 2 位の広さを誇るシティパークだけあ

って、シェーンブルンは偕楽園公園には及ばない。 
「へぇ〜、広いんだぁ」と、誰が聞いても喜ばな

い感想を残し、40 分の滞在でシェーンブルンを後に

する。楽しみにしていた、現存する世界 古の動物

園さえも行かなかった。とにかく暑かったのだ。腕

にかけた黒いハーフコートが恨めしかった。 

(13)  西駅（Wien Westbahnhof）へ向かう 
シェーンブルン駅から再度地下鉄 4 号線に乗る。

西駅を見学に行くことにした。この駅は 重要駅だ

ろう。スイスやドイツからの列車が到着する。 
レンゲンフェルト通り（Längenfeldgasse）駅で地下

鉄 6 号線に乗り換え北へ向かって 2 つ目が西駅。地

表へ出ると、ここも南駅と同じくトラムのたむろ場

所というか、何本かの路線が集まっている。 
西駅は、結局、中央駅と同じく、地下鉄＆トラム

の駅とは道１本を挟んで分離している。だが、大き

な工事をしているところを見ると、まもなく地下で

繋がるのだろう。 
西駅もプラットフォームまで切符なしに入れる。

行き先表示は国内西部のザルツブルク（Salzburg）や

ブレゲンツ（Bregenz）、ドイツのミュンヘン（München）

方面だった。こういうのを見ると無邪気に嬉しくな

る。写真を撮る。 

(14)  トラム 18 番でベルヴェレーデ宮殿へ向かう 
ふと見ると、ここにはトラム 18 番が発着してい

るではないか。これで南駅まで戻れば、ベルヴェレ
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ーデ宮殿は目の前。 
路線図でみると、18 番トラムは、6 番トラム（あ

の！）と同じく、西駅の北のブルクガッセ・シュタ

ットハレ（Bruggasse Stadthalle）を始発とし、まず南下

する。地下鉄 6 号線（≒市電）がくねくね走るマリア

ーヒルファー・ギュルテル（Mariahilfer Gürtel23
）通り

からマルガレーテン・ギュルテル（Margareten Gürtel）

通りへ入る。いくつかの駅はオットー･ワグナー作で

すな。車窓右側に見えた、少し開けたところがシュ

ヴァルツ公園だったのか。 
そして、今となっては正確な場所は覚えていない

が、18 番トラムはいつしか地下に入っちゃうんです

よ。で、6 番トラムは、マルガレーテン・ギュルテ

ル（Margareten Gürtel）通りが東に向きを変える辺りの

駅で南へと分離していく。18 番トラムはマルガレー

テン・ギュルテル（Margareten Gürtel）通りの地下をま

っすぐ東へ進み、今朝乗った南駅の西端の駅を過ぎ

て地表に出、南駅の東端の駅で降りる24。この後 18
番トラムは、今朝乗ったように、市の東南部で地下

鉄 3 号線の駅に接続する。 
ついでだが、南駅のトラムの駅は結構便利のよう。

18 番は市内の東西を南回りで結んでいる路線。D 番

は南駅から市内へ入り、オペラ座の前を通り、フラ

ンツ・ヨーゼフ駅を通り、地下鉄 4 号線と 6 号線が

接続するシュピッテラウ（Spittelau）駅を通り、ずっ

と北のドナウ河岸のヌスドルフ（Nudorf）駅までを

結んでいる。長距離だ。乗ってみればよかった。惜

しいことをした。またの機会に。また、トラム 0 番

は、南駅から中央駅を通って北駅（＝地下鉄 1 号線の

プラーターシュテルン（Platerstern）駅）へと結ぶ。これ

も乗ってみればよかった。惜しいことをした。また

の機会に。 
つまり、南駅からは、ウィーンの他の鉄道駅全部

にトラムで直結している。トラムというのは、たぶ

ん市中心部と鉄道駅同士を連絡する目的で整備され

たのだろう。 
前置きが長くなったが、さて、ベルヴェレーデ宮

殿。暑さは 高潮。 
オーストリア・ギャラリーとしてクリムトなどの

作品が展示されている。思ったよりたくさんの作品

が展示され、ちょっとした美術館だ。入場料 EUR 
9.50。オーストリア航空の半券でディスカウントは

されなかった。クリムトの『接吻』は特別扱いで展

示されていた。他に見たことがあるような作品もあ

りました。ただ、残念ながら、ミュージアムショッ

プでは、受け取って束の間でも見入ってくれそうな

                                                  
23 Gürtel は belt の意。辞書によれば。 
24 だから、僕のホテルの前の道は、少し西側ではマル

ガレーテン・ギュルテル（Margareten Gürtel）通りと呼ばれ、

ホテルの目の前辺りではヴィートナー・ギュルテル

（Wiedner Gürtel）と呼ばれるが境目はわからず。プリンツ・

オイゲン通りを越えるとラントシュトラッサー・ギュルテ

ル（Landstraer Gürtel）と呼ばれる。 

絵葉書を売ってなかった。 
以上で今日の目玉 3 つは完了。 

(15)  一旦ホテルに戻る。 
ベルヴェレーデを後にし、歩いて南駅構内のイン

フォカウンターへ。郵便局の場所を聞く。郵便局へ

開店時間を見に行く。月曜から金曜は朝 7 時から 20
時まで、土･日・祝日は朝 9 時から 14 時まで開いて

いる。 
ホテルの部屋へ戻る。日に焼けて腕時計の跡がわ

かるくらいだ。随分動き回ったが、まだ 2 時過ぎ。

ベッドに横になって一休み。 

(16)  リンク内へ向かう 
4 時頃むっくり起き出し、再度外へ。 
聖エリザベート教会の脇を通ってアルゲンティ

ーニアー通り（Argentinierstrae）を北上、カールス広

場を抜ける。 
結婚した若い友人へのお土産にと Swarovski の

「赤い薔薇」を買うことにした。ネットで免税店

Waltz というのがあるのを知った。その場所を確認。

今日は休日なので明日以降に来よう。 
それから他にチョコレートか何かを求めようと、

ケルントナー通りからシュテファン寺院前を左折し

てグラーベン通り（Graben）へ入る。日曜日の夕方と

あって人、人、人。 
僕の旅行ガイドブックによると、グラーベンは、

ケルントナー通り、コールマルクト（Kohlmarkt）と

並んでウィーンの 3 大ストリートと紹介されている。

エルメスはグラーベン沿い。コールマルクトは、そ

のまま読めば「石炭市場」だから、石炭の卸問屋が

軒を連ねたのだろうね。今はウィーン随一の高級店

街で、デーメル、ティファニー、フェラガモ、グッ

チ、ルイ・ヴィトン、シャネル、ジョルジオ・アル

マーニ、カルティエ。 
グラーベンはまもなく突き当たり、道は細くなる。

昨日夕方 S さんに会うために小走りに抜けて来た道

沿いに、ラクダのマークがついた箱のお菓子を売っ

ている店があって気になっていた。今日もみつけた

があれはどんなものだろう。休み（人手が多い日曜な

のに！）だったので、素通り。 
アム・ホーフ（Am Hof）教会の角まで来て左に折

れ、金曜日に通ったヘレン通り（Herrengasse）へ出る。

金曜日はここを南下したのだ。が、夜景に感激した

この通りは昼間はなんと言うことはなく、頻繁に通

る馬車馬が残していく物体の匂いがして何とも幻滅。 
ヘレン通り（Herrengasse）とコールマルクトとの

交差点の広場がミヒャエル広場（Michaelerplatz）。ミ

ヒャエル教会の横にあるから。 
ここから、かの王宮（ホーフブルク；Hofburg）に入

る。ミヒャエル門から入る。シシィ・ミュージアム

とかスペイン乗馬学校とか国立図書館とかがここら

にあるんだなと思いながら、建物の下を抜けていく

ことになる。ひとり歌う身なり正しい男性が居た。 
英雄広場に出る。夕方とは言え日差しはまだ強く
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まぶしい。右にカール大公像25、左にオイゲン公像。

この広場は観光用馬車の溜り場で、客待ちのタクシ

ーのように馬車が並ぶ。良く見ると、白い馬には白

黒ツートンカラーの馬車をつけるなど何となくかっ

こいい。 
ブルク門を抜けてリンクへ出る。リンクのこの辺

りをブルクリンク（Burgring）と呼ぶ。オペラ（Oper）

座の前を過ぎる。リンクのこの辺りをオーパーンリ

ンク（Opernring）と呼ぶ。 
街中へ入り（中略）、抜けてフランス大使館の前へ

出る。ここのコンビニ SPAR（シューパーと発音するら

しい）で夕食を調達し、トラム D 番で帰る･･･つもり

だったが、なんとコンビニとあろう SPAR が、日曜

日だからと休み！ここの SPAR は SPAR Gourmet（グ

ルメシューパー）で少し楽しみにしていたのに。 

(17)  トラム D 番でホテルに帰る 
仕方がない。夕食は南駅で買おう。シュヴァルゼ

ンベルクプラッツ（Schwarzenbergpl.）停車場でトラム

D 番を待つ。地下鉄と同じで、次に来る路線系統と

待ち時間が電光表示されるのはとても便利だ。こち

らに向かっている複数の路線の電車の進行具合の情

報が刻々と流されるから、路線と待ち時間の表示が

セットで刻々変わる。いかにもアメリカ人らしい女

の子連れの 3 人家族が、大きなマクドナルドの袋を

提げ、マクドナルドのアイスクリームか何かを食べ

ながらトラムを待っていた。アメリカ人と思ったの

はマクドナルドの袋のせい？ 
夕方の南駅は、今朝とは見違えるほどに混んでい

て話し声がかしましかった。週末にウィーンへ遊び

に来た人たちが帰るのだろうか。 
ANKT とか言う、街のあちこちにあるパン屋で、

サンドイッチ 1 個と水とアップルジュースを買う。

袋をくれないので抱えてホテルへ帰る。喉が渇いた。

早速アップルジュースのキャップを開けて失敗。炭

酸飲料だった。あちこちに泡が飛び部屋のカーペッ

トにも浸み込む。プラスチック瓶に書いてある「apfel 
gespritzt」の「gespritzt」が炭酸飲料を表すのか。 

これで動き回った 1 日は終わり。結局旅行ガイド

ブックに紹介されている必見度★★★の名所を含め、

ベルヴェレーデ宮殿を除いて内部に入らず仕舞い。

電車に乗りまくって僕のウィーン観光は終わりまし

                                                  
25 どのカールかわからないけれど、昔の人。カールス

プラッツのカールか？因みに（以下 Wikipedia より）ハプス

ブルク＝ロートリンゲン家の現家長もカール。カール・ハ

プスブルク＝ロートリンゲン（Karl Habsburg-Lothringen, 
1961 年 1 月 11 日-）。元オーストリア皇太子オットー・フォ

ン・ハプスブルクの長男。母はザクセン＝マイニンゲン公

家の公女レギナ。全名は Karl Thomas Robert Maria 
Franziskus Georg Bahnam von Habsburg-Lothringen。
ただし現在のオーストリアでは、ハプスブルク家を含めて

貴族の称号を「フォン」の名乗りに至るまで一切認めてい

ないため、「カール・ハプスブルク」または「カール・ハ

プスブルク＝ロートリンゲン」が法律上の名前。 

た。満足しております。 

なお、これだけ動き回っても、乗り物代は例の 1
週間フリーパスが通用するから、今日の出費は食事

代とベルヴェレーデ宮殿のみだ。安上がりの観光。 

 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、1 週間フリーパス 
EUR 14.00（カード）、トイレ EUR 0.50、昼食 EUR 
8、ベルヴェレーデ宮殿 EUR 9.50、夕食 EUR 5、
部屋のミニバーのビール EUR 3.25：合計（現金）

EUR 25（カード）EUR 17.25 
 
 

5 月 18 日（月）快晴 
晴だ。暑くなりそうだ。 
まず夕べ書いた絵葉書を郵便局へ投函しに行く。

職場の同僚の S 君と O 君、親戚の N 君、大学の後輩

の M 君。いずれも結婚記念日おめでとう。合計 13
枚、EUR 18.20。1 枚 1.40。1.25 と 1.40 とどっちが正

しいのかわからない･･･。地下鉄で一気に職場へ。 
昼食は子羊の肉の煮込みとサラダ。とにかく量が

多いなぁ。 
仕事が終り、カールスプラッツ駅で降りて、昨日

のうちに場所を確認しておいた日本人経営の免税店

Waltz へ。5 月 17 日に結婚した若い友人 T 君夫妻の

結婚祝いに、Swarovski の「赤いバラ」を購入。ガラ

ス細工は高等な手作業だから高価なのか。 
二駅乗って 6 時頃帰宅。 
アメリカの Jude McMurry と T 君夫妻へ絵葉書を

書く。各 4 枚ずつ。2 時間程度かかった。これで絵

葉書は残り 4 枚。 
夕食は南駅のコンビニで調達。あまり食欲はない

のだが、コレステロール抑制の薬を飲むために何か

食べる。パンと牛乳 0.5L とビスケット。やっぱり袋

に入れてくれないのでまた抱えて帰る。ホテルで食

す。 
携帯電話で撮影した写真を PC に移す。と言って

も FOMA USB 接続ケーブルは買ってないのでデー

タ転送が出来ない。電子メールに添付して送る。面

倒だった。携帯電話の画面で見た方が輪郭がはっき

り見える。そりゃそうだね。 
部屋でビールと、ワインと間違えて栓を開けた炭

酸水とワインを飲みながら、この旅行記の筆を進め

る。今日は会議に参加している日本人同士の飲み会

だと誘われたが、旅行記を書かなくては。 
 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、郵便 EUR 18.20、
昼食 EUR 5.63、Swarovski EUR 80.00（カード）、

夕食 EUR 4.90、部屋のミニバーのビール EUR 
3.25 と炭酸水 EUR 2.15 とワイン EUR 3.25：合計

（現金）EUR 25.10（カード）EUR 88.65 
 
 
5 月 19 日（火）晴れ 

まず郵便局。日本もアメリカも 1枚EUR 1.40で、

8 枚合計で EUR 11.20。 
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地下鉄で職場へ。 
お昼休みに S さんの売店での買い物に付き合う。

小 6 と小 2 の男の子にみやげ物を買っていた。 
昼食は、日本語がやたらうまい 25 歳のフランス

人ピエール･ペルディギエ君と、同行の日本人 3 人、

計 5 人で、いつものカフェではなくレストランで食

べる。M さんを見かけたピエール君が日本語をしゃ

べりたいと昼食を共にすることになり、同席した。 
彼は以前 1 年間日本にいて主にトヨタで働いて

いた。1 年の割には実に日本語がうまい。今ウィー

ンで働いているが、もうすぐフランスに帰り政府組

織で働くことになっている。名刺の電子メールアド

レスには@mines.org とあった。mines は鉱山の意味

だ。超エリートということになる。フランスの理工

系大学院大学の 高峰であるエコール･ド・ポリテク

ニークは、確か 1 学年が 400 名程度のエリート集団

であるが、さらにこの中から 10 名程度は、昔鉱山大

学と呼ばれていた超々エリート大学に、フランス国

家が集め、世界へ出て修行（インターンシップ）をさ

せる。ピエール君のトヨタでの 1 年間はそのインタ

ーンシップだったのだろう。それが終ると早晩フラ

ンスに呼び帰し、若くして政府の要職に就くことに

なる。いきなり部長とかになる。ピエール君もいか

にも聡明だ。 
ちなみに昼食に注文したものはミネラルウォー

ター、クリーム・スープ、チリ･サーモン、エスプレ

ッソで、スープは忘れられた（EUR 16.40）。 
今夜は、昔東京で知り合った人たちとの夕食。日

本を発つ前から K さんが企画してくれていたもの。

店は、M2さんが太鼓判を押す 
 
Thong Thai  
Windmuehlgasse 32, 1060 Wien 

 
という店。 

地図を見て位置を確認。方角的に道路が平行でも

垂直でもない方向なので、いくつかの gasse をクラ

ンク状に曲がっていくことになる。このホテルから

歩いて行くとおそらく 1 時間弱か。 
6 時 40 分頃ホテルを出発。まだまだ明るい。ホ

テル前の大通り、ラントシュトラッサー・グリュテ

ル（Landstraer Grütel）を西に向かいいつもの地下鉄

入口を過ぎる。道を渡るときに道路標示版あり：「左

（東）へ行くとブダペスト、右へ行くとオーストリ

ア南部の町グラーツ（Graz）とかオーストリア中央

部のリンツ（Linz）へ」と。 
大通りから 1 本入ったシュネライン通り

（Schelleingasse）を西へ、ヨハン･シュトラウス通り

（Johann Strauss gasse）へ曲がって北西方向へ。角のカ

フェのテラステーブルでは、まだ明るいこの時間か

らもうビールを飲む客たち。この通りの名前に因ん

で、途中に「ヨハン･シュトラウス薬局」ってのがあ

った。携帯の写真に収める。 
レンナー通り（Rainergasse）へ右折し、すぐにシェ

ーンブルク通り（Schönnbruggasse：シェーンブルンじゃ

ないよ）へ左折、また北西に向かう。ヴィートナー･

ハウプト通り（Wiedner Hauptstr.）というケルントナー

通りから続くバス道を突っ切り直進。ここの直線部

分が結構長い。マルガレッテン通り（Margarettenstr.）

へ突き当たる。少しクランクして、ケッテンブリュ

ッケン通り（Kettenbrüken gasse）を行くとレヒテ・ヴ

ィーンツァイレ（Rechte Wienzeile：zeile = line）という

道路にぶつかる。ここに地下鉄 4 号線のケッテンブ

リュッケン駅がある。僕の地図によると、ここに着

くまでのケッテンブリュッケン通りの右側に、「シュ

ーベルト 期の家」があったのだそうだが見過ごし

た。 
ケッテンブリュッケン駅はどこかで見たことの

ある駅舎だと思っていたが、日曜日にトラム 18 番の

窓から眺めたものとそっくり。昔はしゃれていただ

ろうさっぱりした駅舎で、オットー･ワグナー作か。

携帯写真。 
この辺りは建物を建築してはいけない帯状部分

なのか、向いの大通り、リンケ・ヴィーンツァイレ

（Linke Wienzeile）まで背の高い建物がない。この道

を渡ろうとすると、正面に、1 階に「くいしんぼう」

とのれん様のものを掲げた、薄いピンク色の壁に何

やら花のような絵が書いてあるビルが目に入る。僕

の地図によると「マヨルカハウス」というらしい。

ガイドブックによればオットー･ワグナー作で、マヨ

ルカ焼きのタイルでバラの木が描かれているらしい。

「マヨルカ」は地中海の島、マジョルカ島のことで

しょうね。 
後でガイドブックを見直していたら、この辺りが

ナッシュマルクト（Naschmarkt）というウィーン 古

の食品市場で、まさに食道楽横丁とある。知ってい

れば寄ったものを。そう言えば、ベルヴェレーデ宮

殿の中に、誰の作品か忘れたが“Nachmarkt”という作

品があった。数階建てのアパートを背景に、地面に

売り物を並べて商売をしている絵だった。 
シュテンゲン通り（Stegengasse）をグムペンドル

ファ通り（Gumpendorfer Str.）まで行き左折。目的の

店はまもなくである。左側に和食屋らしい店があり、

店先のテーブルで、若い女性二人が箸を使いにくそ

うにしながら何やら食べていた。時々思うのだが、

箸の使い方のほうに神経が行ってしまって肝心の味

がわからないのではないか。あそこまでして箸を使

わなくてもいいものを。それとも、第 140 回ウィー

ン市民箸使いマスター選手権に出場するつもりか。 
和食の話のついでだが、ここウィーンで気がつい

たのは、アジア料理と称して、代表的な日本料理、

中華料理、韓国料理、ベトナム料理などを食べさせ

る店。アジア人が料理をしているのだろうが、所詮

真似事だから、おそらくは自国の料理以外の味はあ

てにならない。日本料理というだけで価格を高く設

定できるから、ということも聞いた。こういう店は

パス。 
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で、グムペンドルファ通りを南西に向かって行く。

右上方からヴィントミュール通り（Windmühlgasse：風

と沼の古径？）が鋭角に交差する、その角近くに店は

あった。ホテルからの所要時間は 50 分。 
ご推薦の店だけあって、料理はどれもおいしかっ

た。満腹満腹。嬉しくなる。アルコールは少し控え

めにしておいた。ホテルから遠いですからね。酩酊

するとまずい。 
いろんなことをしゃべった。S2 さんは来月に 3

年間の赴任を終って帰国するとかで、車を売ること、

歓送会（自分で企画し招待する）をその店のカラオケ

ルームでするかなど、話題が尽きない。皆さん職業

柄、いろんな国に出向いたりいろんな国の人と接し

たりしているので、僕にとっては珍しい話題である

ことこの上ない。加えて M2 さん料理教室、じゃな

くて料理道場は、今日の面々を離れられないように

しているペーストのようだ。 
因みにカザフスタンなどの「スタン」は「国」を

意味する。カザフスタンはカザフ人の国、ウズベキ

スタンはウズベク人の国、トルクメニスタンはトル

コ人の国である。現在のトルコ共和国に住んでいる

人々の出自はトルクメニスタンである、とのこと

等々勉強。議事録ではないので他省略。 
11 時前に散会。3 時間半も話していたのか。楽し

い時間はあっという間に過ぎる。 
店を出、バス停から 寄りの地下鉄駅、ピルグラ

ム通り（Pilgramgasse）駅まで二駅乗る。実はそのバ

スは、地下鉄 1 号線の南側の終点であるロイマンプ

ラッツ（Reumannplatz）駅行きだったので、そのまま

終点まで乗っていけば、地下鉄 1 号線に乗り換えて

すぐ、という帰路ルートもあったのだが、地下鉄 4
号線 U4 乗りたさにピルグラム通り駅に向かう。U4
は日曜日に、レンゲンフェルト通り（Längenfeldgasse）

駅－シェーンブルン（Schönbrunn）駅の間を往復した

だけですからな。 
このピルグラム通り駅の駅舎もオットー･ワグナ

ーだろうな。U4 に乗りカールスプラッツ駅で 1 号線

に乗り換えホテルへ。ちょうど 12 時頃部屋に帰着。 
 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、ハガキ 8 枚郵送 
EUR 11.20、昼食 EUR 16.40（カード）、夕食 EUR 
15.00、部屋のミニバーのビール EUR 3.25：合計（現

金）28.20（カード）EUR 19.65 
 
 
5 月 20 日（水）快晴 

きょうも晴れ。 
天気がいいのでカールスプラッツまで歩こう。プ

リンツ・オイゲン通りも聖エリザベート教会の通り

もすでに 2 回以上歩いた。まだ経験していないのは、

土曜日の夜に S さんと日本料理・優月で食べた後に

歩いて帰った地下鉄 1 号線に沿うコース。ここを今

日は逆に辿る。 
フォボリーテン通り（Favoriten Strae、「お気に入り

通り」？）を北上。この前通ったときは夜 10 時頃で、

繁華街ではないから店はほとんど閉店していた。当

然人影も車の通行もまばらだった。女性ひとりでは

危ないという感じ。しかし、今朝、7 時半ころの通

勤･通学の時間帯の様子はまるで違っている。 
ここは商店街通りだ。上下各 1 車線で車の通りは

そこそこ激しい。大きな店はない。それぞれは小さ

な店で、食べ物屋とか床屋とかクリーニングとか、

庶民の通り。せいぜい大きい文房具屋。ショーケー

スに、日に焼けて色あせた日本のゲームソフトを置

いているおもちゃ屋。それから中学か高校。ちょう

ど生徒たちがぞろぞろと校門を入っていったが、背

が高いからといって高校生ではなく、こちらは大人

びて見えるから中学生だろう、きっと。その隣がウ

ィーン工科大学だが、地図で見るまで気がつかなか

った。そんな通り。 
このフォボリーテン通りはグスハウス通り

（Guhaus str.）にぶつかり、ヴィートナー･ハウプト

通り（Wiedner Hauptstr）に合流し、リンクに入るとケ

ルントナー通りとなる。 
カールスプラッツで地下鉄。 
会議 終日の今日は 11 時前に終了。寄り道せず

に地下鉄でホテルに一気に戻ると部屋はまだ掃除中

だった。仕方なく地上階に下りて、ロビーのソファ

ーで携帯電話をいじっていたら、通りかかった女性

従業員が「何か飲むか？」と。喉が渇いていたので

コカ･コーラを注文。それにしてもとことん商売をし

ますな（EUR 2.90）。 
昼食は先日買ったビスケットの残りで済まし、部

屋で少し仕事。 
みやげと夕食のために街中に出る。今度も今朝通

った「お気に入り通り」へ。今度は昼の顔。リンク

内を歩く人々とは明らかに違う表情。そりゃそうだ

ね。リンク内は観光客と観光客に振り向いてもらう

ために精一杯の愛想を振りまく店員の町だからね。 
文房具店でパノラマの絵葉書を 4 枚買う（EUR 

2.50×4 = 10.00）。品揃えが豊富な老舗で、店内を見て

回っていると時間が過ぎてしまう。 
ケルントナー通りに入り、教えてもらったカフェ、

ゲルストナー（Gerstner）へ。「王室御用達の伝統と格

式のある菓子店」とガイドブックにある。フランク･

ヨーゼフ I 世即位の前年 1847 年創業とか。皇后エリ

ザベート妃がこの店オリジナルの「スミレの花砂糖

漬け菓子」をお気に入りだった。ガイドブックに真

っ先に乗っているカフェだけあって日本人らしき観

光客少なからず。チョコレートを買うも店員のおば

さんは日本人慣れしているのか、淡々と応対（EUR 

28.70）。 
店を出た後に「スミレの花砂糖漬け菓子」を買う

のを忘れたことに気付く。戻るのも格好悪いので他

も店で買おう。と思ってケルントナー通り沿いの土

産物屋に 2, 3 軒入ったが売っていなかった。日本人

免税店 Waltz に売っていたことを思い出し、そこで



19/20 

調達。他にチョコレート買い足し。コンビにでさえ

売っているモーツァルトチョコレートは結構おいし

いとかで、それも購入（EUR 30.50）。¥4,146 円。結構

高いが、この店は高め？ 
これで用事を済ませて 5 時半頃。夕食はマクドナ

ルドにしよう。フランス大使館とホテル・インペリ

アルの間の角にあるマクドナルドへ。 
街中にあるマクドナルドなのだけれど、応対して

くれた若い男性店員は英語を解せず、「one Big Mac, 
large French fry and one beer」に対し、出てきたのは

Big Mac が 3 個と普通サイズのフレンチフライだっ

た。Big Mac1 個と普通サイズのフレンチフライでま

ぁいいや（EUR 4.18）。あっと言う間に食べて、目の

前 の シ ュ ヴ ァ ル ゼ ン ベ ル ク プ ラ ッ ツ

（Schwarzenbergpl.）停車場からトラム D 番に乗って帰

る。 
トラム D 番はプリンツ・オイゲン通りを南下す

る。この通りは今まで何度となく通ったが、改めて

窓から見ていると、1 戸建ての民家はなく、背が揃

った、それは古いそして結構大きなビルが並ぶ。一

部はアパートだし、不動産屋か何かのオフィスに使

われていたり、落ち着いた感じのアジア料理とかイ

ンド料理とかビアホールとか店が入っている。 
まだ明るいうちにホテルに到着。いつものように

メール対応などし、さて、荷造りを始める。いよい

よ明日は帰途につくのだ。 
詰め込む詰め込む。紙とワインボトル 1 本が増え

た分重くなり、チョコレートなどみやげの分嵩が増

えた。古い下着を 2, 3 捨てたところで変わらない。 
 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、ホテルロビーのコ

カコーラ EUR 2.90、パノラマ絵葉書 EUR 10.00、
ゲルストナーのチョコレート EUR 28.70（カード）、

ワルツの菓子 EUR 30.50（カード）、マクドナルド 
EUR 4.18、部屋のミニバーのビール EUR 3.25 とオ

レンジジュース EUR 2.50 とワイン EUR 3.25：合

計（現金）EUR 16.18（カード）EUR 71.10 
 
 
5 月 21 日（木）晴れ、暑い 

いよいよ出国の日。 
期だと思って（？）たっぷりと朝食を食べる。

結局 11 回の朝食全部はここで満足した。 
昨日の朝食時にも見かけた、眼鏡をかけて小柄で

ひとりで猫背で食べる日本人と思われる青年が、並

べてある食べ物の写真を撮っていた。記念だ。気持

ちはわかる。でもそのうちどうでもよくなるヨ。 
昨日パックしたスーツケースを持ち上げてみる。

重すぎる。書面類を取り出して機内持ち込み用のバ

ッグへ。ゲルントナーの袋に入れたチョコレート一

式も同じバッグに入れたらパンパンだ。いつジッパ

ーが壊れてもおかしくない。ともかくスーツケース

も手持ちのバッグも重い。 
重いとわかって不安になったのは、制限の 20kg

を越えると高い超過料金をとられることもさること

ながら、実はこれらの荷物をもって、この暑い中、

市中心部の、他のメンバーが宿泊している Hotel 
Europa まで移動しなくてならないから。汗びしょに

なること必至。 
目の前の南駅から空港行きの直行バスに乗るの

が手っ取り早いものを、せっかく車を手配してくれ

るというので、それなら、と昨日返事をした。ただ、

僕のホテルに寄ろうかと言う申し出を、他のメンバ

ーを迎える Hotel Europa までは行きますよ、と断っ

たのを今更後悔する。 
チェックアウト。 INTERNET 接続料金（EUR 

139.00）の領収書を作ってもらう。会社に提出用。つ

いでに部屋のミニバーの領収書も（EUR 42.40）。部屋

代はオンライン予約をした旅行社に支払っているの

で、ホテルからは領収書は出ない。いくらかもわか

らないとのこと。不便ですね26。 
スーツケースを転がし、パンパンに膨れ上がった

バッグを提げ、ホテルを出る。両手が塞がれて恐怖

感を感ずること。地下鉄は昇り降りが大変なので、

トラムを使うことにした。トラム D 番。トラム D 番

は南駅が終点で、停車場を過ぎてぐるりと回転する。

ランニングシャツを来ている人がいるような陽気の

中、ジャケットまで来ているのはつらい。しかしポ

ケットが必要なのです。 
そうそう、ちょっと前に気づいたのだが、トラム

の停車場には秤が置いてあるのですよ。空港に向か

う人が荷物の重量を計るのかと思ったが、これは体

重計だと。健康に留意しましょうということらしい。

しかし使われているのを見たことはない。 
トラムはプリンツ・オイゲン通りを北上し、シュ

ヴァルゼンベルクプラッツを左折してケルントナー

リンクを進む。僕がドアのボタンを押すのが遅かっ

たのか、下りるべきオーパー（Oper）停車場、つま

りオペラ座前で停まってくれず、次の王宮庭園の前、

ゲーテ像を過ぎたところのブルクリンク（Burgring）

停車場で降りる。行き過ぎたところで、まぁ大した

距離ではない。オペラ座に向かって左側のオーパー

ン通り（Operngasse）を街中に進み、左手に世界一美

しいらしい国立図書館を眺め、カプツィーナ教会27

の前を通って Hotel Europa へ。トラムは階段の上り

下りはないし、思ったほど石畳の箇所はない（石畳

ではスーツケースのカートが壊れるので曳いていけない）

ので助かった。 
約束の時間の 11 時半より大分早くついたので、

ホテルのテラスで待つ。まもなく車 2 台が到着。黒

塗りのレクサスにはえらい人など 3 人、僕を含め残

り 4 人はバンに。（別にひとりは CAT で。）先導するレ

クサスはバンに気を遣ってかゆっくり走る。乗って

                                                  
26 ONLINE の支払い明細書によれば、12,220 円×11 泊

＝134,420 円。 
27 1632 年建造。ハプスブルク家の納骨堂。マリア･テ

レジア夫妻、フランツ・ヨーゼフとシシィ夫妻、その息子

ルドルフもここに眠る。 
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いる途中に、6 月のイタリアでの国際粘土学会への

出席の話になり、M さんから工作用粘土と間違われ

る。そうですよね、普通「粘土」と聞けば昔手で捏

ねて遊んだあの「粘土」を思い浮かべますよね。 
途中で上着のポケットにパスポートがないのに

気付きヒヤリ。右内ポケットがいつもの場所なので、

スーツケースに入れてしまったスーツかハーフコー

トに入ったままになっているであろうことを祈る。 
空港。早速スーツケースを開き、コートの右内ポ

ケットからパスポートを取り出す。チェックインは

マシンで行い、あとは荷物を預けるためだけに並ぶ。

気になる重量は、スーツケースを受けるプラスチッ

クの容器込みでちょうど 20.0kg。あと 2kg くらいは

OK だと係りのお姉さん。 
空港内のみやげ物店街を一通り見て回る。小規模

ながら買い忘れたお土産を買うには十分。 
パスポートチェックを済ませ、土産物の税還付の

手続き。免税は EUR 75.10 以上の品物が対象で僕の

場合は EUR 9.50 が返ってくる。千円くらいか。S さ

んは先ほど買ったバッグのために EUR 50 くらいあ

ると。還付してくれるブースのお兄さんはしきりに

円で受け取らないかと商売熱心だ。そうすれば手数

料をとれるからね。残念ながら近々もう一度ヨーロ

ッパ行きがあるのでユーロで受け取りました。 
そう言えば、パスポートチェックのところでチェ

コに帰る初老の男性が係員に引き止められていて、

一生懸命説明をしていた。予定より 2 日間余計に滞

在した理由を求められていたよう。入国時に審査が

厳しいのはわかるが出国時も厳しいのだろうか。あ

るいはパスポート偽造などを疑っているのだろうか。 
お世話になった Z さんに予め書いておいたはが

きを投函するために書店で切手を 1 枚買って（国内

郵便 EUR 0.68 だったか？）投函し、日本の職場の事務

の女性へのおみやげを思い出してチョコレートを買

う（EUR 9.80）。 
A04 番ゲートから搭乗。今度は往路のような特別

な乗客はない模様28。座席はエコノミークラスの前

から 2 番目。多くの 3 列席でひとつは空いている、

という程度の混みよう。 
前から 2 番目の席ということは前列が先頭で、そ

の前は壁。で、この壁に赤ちゃん用のベッドを固定

できるようになっているということを初めて知った。

僕は中央 3 列の右通路側で、通路を挟んで前列の 3
列席を、女の子 2 人連れのお母さんが使っていた。

初はひとつの席は同行の H さんの席だったが、譲

った。女の子 2 人は、ひとつ席を占めている上の子

が 2 歳に近く、下の子が 1 歳未満か。慣れているの

かも知れないが、淡々と「こなす」そのお母さんに

感動。 
機中での映画は断念。ウィーン－東京間のフライ

トでは日本語がある映画が少なく、帰りは唯一、金

                                                  
28 秋篠宮殿下夫妻は東欧 4 ヶ国歴訪を終え、5 月 23

日ご帰国、と 24 日の新聞で読んだ。 

城武、松たか子の『K-20 怪人 20 面相』だけだった。

それが音声が途切れ途切れで聞くに堪えない。で諦

めた。 
間食に日清のチキンラーメンが配られる。往路で

はおにぎりかチキンラーメンを希望者に配っていた

が、帰りは全員に。ウィーンではおにぎりは作れな

いからラーメンだけになったのだろう。ラーメンと

割り箸が配られ、その後ポットでお湯を注いで回る。

3 分待つ･･･。日本にいても食べたことがないものを

ウィーン帰りに経験。真横の外人さんは珍しそうに

容器を眺め、珍しそうにすすっていた。 
 
（今日の出費）枕銭 EUR 2.00、切手 EUR 0.68、
チョコレート EUR 9.80、税還付 EUR -9.50：合

計（現金）EUR 2.98（カード）EUR 0.00 
 
 
5 月 22 日（金）晴れ 

予定より半時間ほど早く、朝 7 時半頃、いかにも

暑そうな成田に着陸。インフルエンザのための検疫

はなし。予め記入した書面を提出したのみ。 
9 時 15 発のローズライナーで水戸南口へ。 

 
（今日の出費）ローズライナー ¥3,000 

 
 
 
おわりに 
● 今回もまた、天気に恵まれ、病気もせず、盗難

にもあわず、無事帰国。感謝感謝。 
● オペラ：あー、全く無縁 

博物館・美術館：うー、集中力欠如のため気力

湧かず 
「シュテファン寺院に登ってウィーンの街並

みを楽しもう」･･･：忘れました 
カフェ・カフェコンディトライ：楽しむ心の余

裕なく 
ザッハー・トルテ：食指動かず 
ビール：毎日 
オーストリア料理：もう少し徹底してもよかっ

たかな。 
● ウォーキングも腹筋運動も一日もせず。案の定

体重は増えていた。要ダイエット 
 
 
【今回の出費】 
・ 航空運賃 109,800 円、高速バス 6,000 円 
・ 宿泊代 134,420 円 
・ 滞在中 

（現金）  EUR 323（≒2 週間 4 万円で OK） 
（カード）EUR 369 

うち  INTERNET 139.00 
交通  28.00 
Swarovski  80.00 
ミニバー  42.20 
みやげ  59.20 


